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一

、

序

説

八
世
紀
の
奈
良
時
代
に
お
い
て
万
葉
集
巻
二
十
に
見
え
る
防
人
歌
及
び
巻

十
四
の
東
歌
、
常
陸
風
土
記
中
の
歌
謡
等
の
遠
江
・
信
濃
以
来
の
古
代
日
本

語
と
、
大
和
地
方
を
主
体
と
す
る
西
部
日
本
の
諸
地
域
の
古
代
日
本
語
と
の

間
に
、
著
し
い
方
言
的
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
て
、
奈
良
時
代
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
平
安
初
期
（
弘
仁
十
三
年
以
後
清

(
1
)
 

和
天
皇
頃
ま
で
）
に
成
立
し
た
東
大
寺
諷
誦
文
稿
中
に
、

各
於
世
界
講
説
正
法
者
詞
元
辱
解
謂
大
唐
新
羅
日
木
波
斯
混
裔

（
笠
一
）

天
笠
人
集
如
来
一
音
随
風
俗
ノ
方
言
令
聞
骰
令
封
大
唐
人
而

大
店
詞
説
他
准
之
封
草
木
而
草
木
辞
而
説
者
此
常
國
方
言
毛
人

方
言
飛
弾
方
言
東
瞑
方
言
仮
令
肘
飛
弾
國
人
而
令
聞
飛
弥
國
詞
而

説―
H

如
認
語
通
事
H

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
は
、
平
安
初
期
の
わ
が
国
に
は
大
和
地
方
の

言
語
を
主
体
と
す
る
西
部
古
代
日
本
語
と
、
毛
人
方
言
・
飛
弾
方
言
・
東
国

方
言
の
三
方
言
と
の
間
に
は
、
大
和
や
山
城
地
方
の
中
央
の
言
語
で
毛
人
・

飛
弾
人
・
東
国
人
に
話
し
て
も
十
分
に
理
会
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
著
し
い
方

言
的
差
異
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
同
時
に
、
西
部
日
本
の
諸

ー

有

坂

法

則

に

つ

い

て

地
域
の
人
々
に
は
、
中
央
語
で
話
し
て
も
あ
ま
り
理
会
を
妨
げ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
西
部
日
本
の
諸
地
域
の
言
語
と
中
央
語
と
の
間
に
は
、
中
央
語
と

毛
人
方
言
・
飛
弾
方
言
・
東
国
方
言
と
の
差
異
ほ
ど
の
著
し
い
方
言
的
差
異

が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

毛
人
に
つ
い
て
は
、
東
国
地
方
の
未
開
種
族
に
対
す
る
架
空
的
総
称
で
あ

る
と
い
う
説
も
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
袖
出
の
文
に
お
い
て
は
飛
弾
方
言

・
東
国
方
言
は
飛
弾
国
・
東
国
と
い
う
地
理
上
の
地
域
に
店
住
す
る
住
民
の

言
語
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
毛
人
方
言
の
「
毛
」
は
地
域
で
は
な

く
、
人
体
の
形
頁
の
特
長
を
云
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る

3

し
た
が
っ
て
、
毛

人
は
山
城
・
大
和
を
は
じ
め
西
部
諸
地
域
の
大
部
分
の
住
只
と
は
も
ち
ろ

ん
、
飛
弾
国
人
。
東
国
人
と
は
人
知
学
的
に
異
な
っ
た
種
族
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
こ
の
諷
誦
文
の
工
事
か
ら
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
力
菓
危
十
二
に

「
コ
チ
タ
ミ
」
を
「
毛
人
髪
―
―
-
」
（
二
九
一
二
八
）
と
戯
書
し
て
い
る
こ
と
も

そ
の
証
と
な
ろ
う
。
し
か
し
て
、
毛
人
は
、
古
事
記
を
は
じ
め
日
本
書
紀
等

の
六
国
史
に
頻
出
し
、
活
動
し
て
い
る
蝦
夷
と
同
一
で
あ
り
、
視
在
の
ア
イ

ヌ
族
の
祖
先
で
あ
る
と
す
る
説
が
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
す
る
と
、
山
城
・
大
和
等
の
畿
内
地
方
の
言
語
を
主
体
と
す
る
当
時
の

福

中
央
語
系
古
代
日
本
語
に
お
け
る
音
節
結
合

田

良

輔

ー
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西
部
日
本
語
と
飛
弾
方
言
・
東
国
方
言
と
の
閤
に
は
著
し
い
方
言
的
差
異
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
日
本
語
内
の
差
畏
で
あ
る
の
に
対
し
、
毛
人
方
言

は
日
本
語
と
は
言
語
系
統
を
異
に
し
た
言
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

て
、
東
大
寺
諷
誦
文
稿
は
、
そ
の
成
立
を
下
限
の
泊
和
天
皇
時
代
と
し
て

も
、
万
葉
集
巻
―
-
＋
の
防
人
歌
が
書
記
さ
れ
た
天
平
勝
宝
士
年
と
約
百
年
前

後
し
か
距
た
ら
な
い
か
ら
、
諷
誦
文
稿
中
の
前
記
の
方
言
状
態
に
関
す
る
記

事
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
哀
ま
当
て
は
ま
る
も
の
と
見
て
支
障

は
な
い
で
あ
ろ
う
，
｝

前
述
の
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、
大
和
地
方
の
言
語
を
主
体
と

す
る
西
部
古
代
日
本
語
と
飛
弾
方
言
と
の
間
に
は
理
会
を
妨
げ
る
ほ
ど
の
方

言
的
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
の
で
、
万
菜
集
咎
二
十
の
各
国

の
防
人
歌
の
左
註
の
作
者
大
伴
家
持
が
、
註
中
に
「
但
（
有
）
拙
劣
歌
ー
首

（
者
）
不
取
載
之
」
ま
た
は
「
但
拙
劣
歌
者
不
取
載
之
」
と
記
し
た
の
は
、

歌
の
表
現
の
巧
拙
と
い
う
こ
と
は
か
り
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
、
大
和
地

方
の
言
語
に
習
熟
し
て
い
な
い
作
者
は
方
言
的
差
異
の
著
し
い
東
国
語
で
表

現
し
た
た
め
に
歌
意
に
不
明
が
多
く
、
拙
劣
歌
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
歌
語
は
そ
の
時
代
の
生
活
語
で
あ
る
と
共
に
規

範
的
文
学
語
で
あ
っ
て
、
当
時
の
生
活
語
に
は
歌
語
と
し
て
は
用
い
ち
れ
な

い
も
の
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
大
伴
家

持
が
収
載
し
た
防
人
歌
は
、
当
時
の
東
国
地
方
の
庶
民
の
牛
活
語
で
あ
る
東

国
方
言
に
比
し
て
、
中
央
語
的
要
索
の
多
い
東
国
方
言
て
あ
っ
た
、
当
時
の

・
東
国
庶
民
の
生
活
語
は
収
載
さ
れ
て
い
る
防
人
歌
よ
り
も
、
一
屈
方
言
的
要

素
が
多
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
防
人
逹
の
生
活
語
で
あ
る
東
国
方
言
が
防
人
歌
に
比
し

て
ど
の
程
度
に
方
言
的
要
索
が
多
く
、
ど
の
よ
う
な
言
語
状
態
で
あ
っ
た
か

を
知
る
資
料
は
な
い
。
東
国
方
言
の
資
糾
と
し
て
は
、
ほ
か
に
巻
十
四
の
東

歌
及
び
常
陸
風
土
記
の
歌
謡
か
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
束
歌
に
は

都
人
の
言
語
が
か
な
り
加
わ
っ
た
も
の
が
多
い
。
た
だ
、
歌
謡
よ
り
も
実
際

に
行
わ
れ
て
い
た
生
活
語
茄
一
段
と
方
言
的
要
素
が
澁
い
か
っ
た
こ
と
は
、

常
識
的
に
も
考
え
ら
れ
る

3

し
た
が
っ
て
、
防
人
歌
を
主
体
と
し
て
、
送
十

四
の
束
歌
と
常
陸
風
土
記
の
歌
語
の
言
語
と
、
大
和
地
方
の
中
央
語
を
主
体

と
す
る
西
部
古
代
日
本
語
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
奈
良
時
代
の
束
国

方
言
の
方
言
的
要
素
を
的
確
に
記
述
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
央
語
系
の
四
部
古
代
日
本
語
（
中
央
語
・
大
和
系
古
代
語
と
略
称
す

る
）
の
言
語
体
系
を
音
韻
・
語
法
・
語
彙
に
亘
っ
て
正
確
に
知
る
こ
と
か
ら

出
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
何
よ
り
も
先
学
の
研
究
成
果
に

基
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
な
お
、
末
解
決
5
問
題
を
み
ず
か
ら
解
決

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

．

前
述
し
た
よ
う
に
、
古
代
束
国
方
言
（
誤
解
が
生
じ
な
い
は
あ
い
は
束
国

方
言
と
略
称
す
る
）
と
大
和
系
古
代
語
と
の
言
語
的
差
異
を
芍
察
す
る
に

は
、
大
和
系
古
代
語
の
体
系
、
即
ち
音
韻
・
語
法
、
語
梨
を
晶
述
す
る
こ
と

が
削
提
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
、
大
和
系
古
代
語
と
東
園
方
言

と
の
差
異
は
、
音
糾
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
あ
り
、
且
つ
東
国
方
．
―
-
口
の
方
一
ロ

的
性
格
及
び
そ
の
成
立
過
程
の
考
察
に
は
、
音
飢
が
中
心
課
加
と
な
る
と
息

わ
れ
る
の
で
、
向
者
の
音
韻
に
つ
い
て
記
述
比
較
し
、
次
に
語
法
・
詰
集
に

つ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
言
語
体
系
を
構
成
す
る
音
韻

・
語
法
・
詔
棠
の
虹
索
は
相
閲
的
・
打
機
的
閃
係
に
お
い
て
統
一
体
と
し
て

2
 



の
言
語
休
系
を
構
成
し
て
い
る
の
て
あ
る
が
ら
、
互
い
に
他
の
要
素
を
離
れ

て
は
―
つ
の
要
索
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
殊

に
後
迩
す
る
よ
う
に
大
和
系
古
代
語
も
東
国
方
言
で
は
、
音
韻
と
語
法
と
は

一
方
だ
け
で
は
全
く
考
察
て
き
な
い
事
象
か
多
い
。
し
か
し
な
か
ら
、
音
額

．
詔
法
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
体
系
乃
至
統
一
体
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
、
一

往
個
々
に
記
述
し
考
察
す
る
こ
と
と
す
る

中
央
語
系
の
古
代
日
本
語
が
、
国
語
史
上
、
音
韻
に
お
い
て
齊
し
い
特
質

を
有
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
適
り
で
あ
る
。
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
石
塚
龍
麿
は
、
そ
の
師
木
居
宣
長
の
「
古
事
記
伝
」
の
総
論
中
の
記
事
に

示
唆
さ
れ
て
、
「
仮
字
遣
奥
山
路
」
を
著
わ
し
、
奈
良
時
代
の
文
献
（
古
事

記
・
日
本
盃
紀
・
万
業
集
）
を
涸
杏
し
、
エ
・
キ
・
ケ
・
コ
・
ソ
・
ト
・
ノ

・
ヒ
・
ヘ
・
ミ
・
メ
・
ョ
・
ロ
及
び
そ
の
泣
音
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
類
の
区

別
が
あ
っ
て
、
他
類
と
に
用
怯
上
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
次
い
で
、
橋
本
進
吉
氏
は
、
龍
麿
の
「
仮
字
追
臭
山
路
」
を
再
調
蒼
さ

れ
て
、
更
に
発
展
さ
せ
て
、
集
大
成
し
、
右
の
仮
名
遣
に
お
け
る
工
を
除
い

た
十
二
音
及
び
そ
の
注
脊
に
お
け
る
仮
名
の
区
別
は
、
各
音
の
母
音
の
相
違

に
甚
づ
く
も
の
で
、
奈
良
門
代
の
母
音
組
織
は
、
現
在
の
・
1
•
e
.
a
•
O
.

U

の
五
低
音
の
ほ
か
に
、
中
舌
的
母
音
の
i
.
＂

e
.
"
0
の
三
母
音
が
あ
り
、
合

せ
て
八
母
音
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
悲
づ
い
て
十
二
音
及
び
そ
の

油
音
に
両
類
の
仮
名
の
区
別
が
生
じ
て
お
り
、
諾
や
語
法
上
の
和
迩
を
表
わ

し
て
い
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。
栂
本
氏
の
こ
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
こ

の
方
面
の
研
究
は
更
に
展
開
し
発
炭
し
て
、
現
在
の
研
究
成
果
を
収
め
た
こ

と
は
、
周
知
の
通
り
て
あ
る
。
し
た
か
っ
て
、
こ
れ
ら
の
輝
か
し
い
研
究
成

果
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
て
、
論
述
の
過
程
に
お
い
て
必

要
に
応
じ
て
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

奈
良
叫
代
の
末
頃
ま
で
は
、
前
述
の
八
母
音
か
ら
構
成
さ
れ
た
栂
音
組
絨

が
ほ
ぼ
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
母
音
謁
和
の
現
匁
が
存
・

在
し
て
い
た
。
母
音
調
和
の
現
象
の
存
在
を
否
定
す
る
説
も
あ
る
が
、
単
な

る
低
音
同
化
で
は
な
く
て
、
少
な
く
と
も
池
緩
し
た
母
音
謁
和
の
現
象
か
存

在
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。
そ
れ
で
に
大
和
系
古
代
訪
の
母
音
胴
和

の
現
象
は
、
具
体
的
に
は
と
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
従
来
の
諸
説
を
批
判

し
、
参
照
し
つ
つ
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

大
和
系
古
代
語
の
母
音
調
和
の
現
象
に
関
す
る
従
来
の
説
で
、
閑
却
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
説
ぱ
、
有
坂
秀
批
氏
の
論
文
「
古
代
日
本
語
に
於
け
る
音

龍
結
合
の
法
則
」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
結
論
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
法
則

、

(
2
)

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
の
こ
の
文
に
お

い
て
、
平
仮
名
と
片
仮
名
と
を
用
い
て
表
記
し
た
話
に
お
い
て
は
、
甲
乙
向

類
の
仮
名
の
区
別
あ
る
音
に
お
い
て
は
、
片
仮
名
は
甲
類
、
平
仮
名
は
乙

類
、
区
別
な
い
音
は
片
仮
名
で
表
記
し
た
。

第
一
則
甲
類
の
オ
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
同
一
結
合
単
位
内

に
共
存
す
る
こ
と
が
無
い
。

第
二
圃
ウ
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存

す
る
こ
と
が
少
い
。
就
中
ウ
列
音
と
オ
列
音
と
か
ら
成
る
一
―

音
節
の
結
合
単
位
に
於
て
、
そ
の
オ
列
音
は
乙
類
の
も
の
で

は
あ
り
褐
な
い
。

竺
一
一
則
ア
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存

す
る
こ
と
が
少
い
。

右
の
法
則
中
の
「
結
合
単
位
」
に
つ
い
て
は
、
有
坂
氏
は
「
芦
通
の
言
葉

で
い
へ
ば
語
根
又
は
語
幹
に
略
相
当
す
る
」
と
述
べ
、
語
を
結
合
単
位
に
分

析
す
る
方
針
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
要
説
す
れ
ば
、

8
 



①
す
べ
て
複
合
語
は
、
そ
の
構
成
要
素
に
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、

②
動
詞
は
そ
の
語
幹
を
一
結
合
単
位
と
す
る
。
派
生
動
詞
は
接
尾
辞

サ
プ
・
ナ
フ
を
含
む
も
の
の
外
、
す
べ
て
単
純
動
詞
と
同
様
に
扱
ふ
。

③
形
容
詞
の
中
、
所
謂
久
活
用
は
、
そ
の
語
幹
を
結
合
単
位
シ
ク
活

用
の
中
、
コ
ホ
シ
（
恋
）
ト
キ
ジ
（
非
時
）
ト
ホ
ト
ホ
ジ
（
遠
々
）
の

如
き
は
、
コ
ホ
（
恋
）
・
ト
キ
（
時
）
・
ト
ホ
（
遠
）
を
一
結
合
単
位

と
し
、
ト
モ
シ
（
羨
）
タ
ノ
シ
（
楽
）
ヨ
ロ
シ
（
宜
）
の
如
き
は
ト
モ

・
タ
ノ
・
ヨ
ロ
だ
け
で
意
味
を
な
す
か
ど
う
か
疑
は
し
い
か
ら
、
ト
モ

シ
・
タ
ノ
シ
・
ヨ
ロ
シ
を
一
結
合
単
位
と
す
る
。
向
用
言
の
活
用
語

尾
は
す
ぺ
て
結
＾
品
ヂ
位
に
入
れ
な
い
。
⑮
接
頭
辞
．
接
尾
辞
は
、
用

言
を
作
る
も
の
以
外
は
す
べ
て
一
結
合
単
位
と
み
な
す
。

有
坂
氏
が
、
普
通
の
言
葉
で
は
語
根
又
は
語
幹
に
略
相
当
す
る
構
成
要
素

を
結
合
単
位
と
呼
ん
だ
の
は
、
語
根
と
い
う
名
称
が
曖
昧
で
あ
り
、
語
根
の

(
3
)
 

名
に
は
不
適
当
な
ば
あ
い
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
科
学
的
言
語
史
の
意
味

に
お
い
て
は
、
語
根
・
語
幹
・
語
源
の
研
究
は
、
そ
の
祖
語
に
ま
で
遡
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
語
の
よ
う
に
、
言
語
系
統
が
言
語
学
的
に
未
だ
十

分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
祖
語
が
不
明
の
た
め
比

較
す
べ
き
親
族
語
を
有
し
な
い
言
語
に
お
い
て
は
、
言
語
史
的
に
語
根
・
語

(
4
)
 

幹
・
語
源
を
研
究
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
音
節
結
合
の
法
則
は
共
時
論
に
属
す
る
。
語
乃
至
語
の
構
成

要
素
が
成
立
し
た
時
代
の
音
畝
組
織
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
音
韻
結
合
の
法
則

に
し
た
が
っ
て
結
合
単
位
は
構
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
時
代
の
音

韻
組
織
と
音
節
結
合
の
法
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
結
合
単
位
は
、
後
の
時

代
の
音
韻
組
織
と
音
節
結
合
の
法
則
に
支
配
さ
れ
て
変
容
す
る
。
ま
た
、
文
．

献
時
代
に
な
る
と
、
表
記
字
面
が
固
定
化
さ
れ
易
い
語
、
た
と
え
ば
地
名
、

人
名
そ
の
他
の
固
有
名
詞
、
特
定
の
社
会
集
団
の
歴
史
、
生
活
史
・
宗
教
・

信
仰
等
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
め
、
伝
誦
さ
れ
た
古
語
や
章
旬
の
語
に
お

い
て
は
、
前
代
の
音
韻
組
織
及
び
音
節
結
合
の
法
則
に
よ
る
結
合
様
式
が
そ

の
ま
ま
表
記
さ
れ
、
ま
た
は
多
少
変
容
し
た
形
の
中
に
痕
跡
を
と
ど
め
て
い

る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
世
紀
（
奈
良

時
代
）
を
中
心
に
し
た
古
代
日
木
語
に
見
出
さ
れ
る
音
節
結
合
の
法
則
よ
り

見
れ
ば
、
異
例
や
誤
り
と
見
ら
れ
る
事
例
も
前
代
の
音
節
結
合
の
法
則
の
追

物
乃
至
痕
跡
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
時
代
と
表
記
者

の
相
違
に
よ
っ
て
漢
字
音
が
表
記
し
て
い
る
国
語
の
音
価
に
も
変
遷
と
差
異
，

と
が
伴
う
こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、
八
世
紀
を
中

心
に
し
た
古
代
日
本
語
は
、
そ
の
音
韻
組
織
の
崩
壊
期
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
そ
の
音
韻
組
織
に
基
づ
く
音
節
結
合
の
法
則
も
崩
壊
期
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
音
節
結
合
の
事
象
を
考
察
す
る
ば
あ
い
、
た
え
ず
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
P

以
上
述
べ
た
音
節
結
合
の
法
則
に
つ
い
て
、
私
見
に
基
づ
い
て
、
有
坂
氏

の
音
節
結
合
の
法
則
を
批
判
し
て
い
き
た
い
と
思
う

Q

前
記
し
た
有
坂
氏
の
音
節
結
合
に
つ
い
て
の
三
つ
の
法
則
の
第
一
則
は
正

し
い
。
第
二
則
の
前
文
に
つ
い
て
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
「
就
中
ウ
列

音
と
オ
列
音
」
以
下
の
後
文
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
妥
当
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
有
坂
氏
は
、
語
を
結
合
単
位
に
分
析
す
る
ば
あ
い

の
氏
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
少
数
の
例
外
で
あ
る
固
有
名
詞
の
事
例
を
除
外

(
5
)
 

さ
れ
た
こ
と
、
資
料
を
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
万
葉
集
に
限
ら
れ
た
こ
と
に

あ
る
。
か
く
て
、
除
外
さ
れ
た
固
有
名
詞
に
、
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
の
結
合
単

位
か
ら
成
る
二
音
節
の
結
合
単
位
に
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。

4f. 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



廷
奈
久
羅
乃
布
等
多
麻
斯
岐
乃
禰
己
等

賦
登
麻
和
詞
比
志
具
命
砥
恥
徳
記

佐
久
羅
草
等
山
良
宮
露
盤
銘

櫻
井
等
由
羅
宮
丈
六
銘

登
由
宇
気
神
神
代
記
下

余
奴
臣
上
｛
呂
記
逸
文

奴
那
登
母
々
由
良
爾
（
二
例
）
神
代
記
上

葛
城
長
江
薗
都
砒
古
孝
元
記

9

葛
城
之
曽
都
砒
古
之
女
仁
徳
記
•
履
中
記

10

旦
波
之
大
縣
主
名
由
碁
理
腑
化
記

11

多
遅
摩
母
呂
禎
久
？
応
神
記

12

阿
佐
米
余
玖
？
神
武
記

天
寄
國
曼
茶
羅
帳
綽
絡
は
、
奈
良
時
代
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
「
上
｛
呂
聖

徳
法
王
帝
説
」
に
そ
の
全
文
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
右
の
繍
帳
銘
が
推

古
時
代
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
断
筒
に
残
存
す
る
十
二
字
に
よ
っ
て

実
証
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
苺
奈
久
羅
乃
布

等
多
麻
斯
岐
乃
源
己
等
」
は
、
繍
帳
銘
の
原
字
面
を
そ
の
ま
ま
伝
写
し
た
も

の
と
見
て
誤
り
が
な
い
。
し
か
し
て
、
同
名
が
、
古
直
記
に
「
沼
倉
太
玉
敷

命
」
、
書
紀
に
「
惇
中
倉
太
珠
敷
尊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
繍

帳
銘
の
「
布
等
」
は
記
紀
の
「
太
l

に
相
当
す
る
訓
を
字
音
仮
名
で
表
記
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
「
太
」
は
上
記
の
①
布
等
、

③
賦
登
が
い
ず
れ
も
乙
類
の
「
等
」
「
登
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、

上
代
で
は
す
べ
て
甲
類
の
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
古
事
記
に
お
い
て
、

⑱
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
「
布
刀
」
「
布
斗
」
で
表
記
さ
れ
て
、
甲
類
仮
名

の
「
刀
」
「
斗
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
賦
登
麻
和
詞
比
貨
命
」
は
、
書
紀
の

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

緯
帳
銘

註
に
「
一
云
、
磯
城
縣
主
太
真
稚
彦
女
飯
日
媛
也
」
の
飯
日
媛
と
同
人
士

1

見

る
こ
と
が
で
き
、
太
呉
稚
彦
の
女
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
飯
日
媛
を
古
出
品

の
よ
う
に
も
云
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
賦
登
」
は
「
太
」
を

字
音
仮
名
で
表
記
し
た
事
例
と
見
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

仰
佐
久
羅
革
等
由
良
宮
糾
櫻
井
等
由
羅
宮
の
「
等
由
良
（
羅
）
｛
い
い
」

は
、
推
古
紀
に
「
豊
浦
宮
」
と
あ
る
の
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
推
古
紀
の
「
中
翌
浦
」
は
漢
字
の
訓
に
よ
っ
て
表
記
し
た
も
の
で
、
「
と

ュ
ラ
」
と
読
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
肥
前
風

土
記
・
万
葉
集
な
ど
に
見
え
る
肥
前
の
「
松
浦
」
が
、
魏
志
倭
人
伝
を
は
じ

め
中
国
の
古
文
献
に
、
末
嵐
・
末
羅
な
ど
と
記
さ
れ
、
古
事
記
に
末
趾
、
一
刀

葉
集
に
麻
都
良
・
末
都
良
・
麻
通
羅
・
萬
通
良
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
平
安
時

代
も
和
名
類
泰
抄
の
巻
五
に
「
松
浦
萬
豆
」
と
あ
っ
て
、
云
松
浦
」
と
記
し

て
「
マ
ツ
ラ
」
と
読
ん
で
い
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
大
密
二
年
御
野

國
加
毛
郡
半
布
戸
籍
に
も
「
次
、
止
由
良
買
」
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

豊
浦
は
「
と
ュ
ラ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

「
等
由
良
（
羅
）
宮
」
の
「
と
ュ
ラ
」
は
、
結
合
単
位
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
と
ユ
」
は
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
結
合
単
位

を
構
成
し
た
事
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

固
登
由
宇
気
の
登
由
気
は
、
古
事
記
の
伊
邪
那
美
神
の
神
々
の
生
成
の
条

に
「
盟
宇
気
毘
曹
神
」
と
あ
る
豊
宇
気
と
同
諾
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

「
豊
」
は
「
登
由
」
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
は
あ
い
の
「
豊
」
を
「
と
ュ
」

と
読
ん
だ
が
「
と
よ
」
と
読
ん
だ
か
は
に
わ
か
に
定
め
が
た
い
。
し
か
し
、

古
事
記
の
歌
謡
に
「
登
輿
芙
岐
」
「
登
余
本
岐
」
「
登
余
芙
岐
」
等
の
登
輿

（
余
）
は
「
農
」
の
意
味
の
「
と
よ
」
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
て
「
登
由
宇
気
」
の
「
登
由
」
は
「
豊
」
で
あ
る
か
ら
、
上

5
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代
に
お
い
て
は
「
と
ユ
」
と
も
「
と
よ
」
と
も
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
登
由
」
は
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
結
合
単

位
を
構
成
す
る
一
事
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
余
奴
臣
は
、
上
官
記
逸
文
に
見
え
る
。
上
宮
記
逸
文
は
「
釈
H
本
紀
」

述
義
九
に
見
え
る
引
用
文
で
あ
る
。
．
こ
の
文
に
は
、
転
写
の
間
に
原
字
と
交

換
し
た
形
跡
が
あ
り
、
古
事
記
に
甲
乙
両
類
の
区
別
あ
る
モ
音
な
ど
を
書
き

改
め
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
推
古
時
代
ま
た
は
推
古
時
代
を
あ
ま

り
下
ら
な
い
時
代
の
も
の
と
は
一
ぷ
い
難
い
が
、
な
お
原
本
の
字
而
を
伝
え
て

い
る
と
忍
わ
れ
る
も
の
か
多
い
。
「
余
奴
臣
」
も
そ
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
の

で
、
参
考
の
た
め
に
掲
げ
た
。
「
余
」
が
乙
類
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。⑦

「
奴
那
登
母
々
由
良
爾
」
は
、
「
母
」
は
も
と
一
字
の
も
の
を
二
字
に

ぬ

と

ゆ

ら

誤
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
環
な
立
日
も
、
揺
に
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
説
が

あ
る
。
し
か
し
、
二
例
と
も
「
母
々
由
良
爾
」
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
杏
紀

の
神
代
紀
上
の
一
書
の
訓
註
に
「
喩
諭
此
云
奴
健
等
母
趾
山
羅
酋
」
と
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
古
事
記
の
二
例
が
見
え
る
、
す
こ
し
前
の
三
貴
了
の
分

治
の
条
の
冒
頭
に
「
叩
、
其
御
頸
之
玉
緒
母
由
良
選
」
と
あ
る
の
も
、
「
玉

の
緒
も
、
ゆ
ら
に
」
で
は
な
く
「
玉
の
緒
、
も
ゆ
ら
に
」
と
読
む
べ
き
で
あ

ろ
。
記
紀
共
に
古
語
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
仮
名
害
に
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
誤
写
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
環
な
音
も
、

も
ゆ
ら
に
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
出
雲
國
風
土
記
の
麻
宇
郡

の
条
に
「
河
船
之
毛
々
曽
々
呂
々
菌
、
属
々
来
々
引
来
縫
國
者
」
と
あ
る
「

毛
曽
呂
爾
」
叩
ち
「
モ
そ
ろ
に
」
と
「
も
ュ
ラ
ニ
」
と
は
語
構
成
の
様
式
が
同

じ
と
思
わ
れ
る
。
擬
態
乃
至
は
板
音
語
で
あ
っ
て
、
擬
態
を
表
わ
す
「
そ

ろ
」
、
擬
音
を
表
わ
す
「
ュ
ラ
」
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
接
頭
辞
「
モ
」
「
も
」

が
付
き
、
下
に
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
古
事
記
で
は

「
モ
」
に
甲
乙
両
類
の
区
別
が
あ
る
が
、
出
雲
風
土
記
に
は
そ
の
区
別
が
な

い
。
「
モ
」
を
接
頭
辞
と
す
る
と
、
「
も
・
ユ
ラ
・
ニ
」
と
分
析
す
べ
き
で

あ
り
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
結
合
し
て
単
位
を
構
成
し
た
事
例
と
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
も
ュ
ラ
」
「
モ
そ
ろ
」
の
「
ラ
」
「
ろ
」

も
そ
れ
ぞ
れ
接
尾
辞
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
も
ユ

ラ
」
「
モ
そ
ろ
」
を
―
つ
の
結
合
単
位
し
（
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
古
事
記
の
「
屁
由
良
」
は
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
同
一
結
合
単

位
内
に
共
存
す
る
事
例
の
一
っ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑨
の
曽
都
砒
古
は
人
名
で
あ
る
。
曽
は
乙
類
で
あ
る
。
固
有
名
詞
の
人
名

で
あ
る
が
、
乙
類
オ
列
立
日
と
ウ
列
音
と
が
結
合
単
位
を
構
成
す
る
事
例
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑩
の
「
由
碁
理
」
の
「
甚
」
は
乙
類
で
あ
り
、
「
曽
都
砒
古
」
や
「
等
由

良
（
羅
）
」
の
市
例
と
同
じ
く
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑩
多
遅
朋
母
門
浜
久
は
、
書
紀
の
亜
仁
紀
に
但
馬
諸
助
と
見
え
る
人
と
同

人
で
あ
ろ
う
。
書
紀
の
字
面
か
ら
推
せ
ば
、
「
母
呂
泊
久
」
は
「
も
ろ
・
ス

ク
」
と
分
析
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
頬
「
呂
」
と
「
項
」
と
が
同
一

結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

仰
阿
佐
米
余
玖
は
「
朝
目
吉
く
」
を
字
音
仮
名
で
表
記
し
た
と
す
る
説
が

比
較
的
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
「
余
玖
」
は
形
容
詞
「
よ
シ
」
の

連
用
形
で
あ
り
、
古
代
日
本
筈
に
お
け
る
母
音
謁
和
の
現
象
は
用
言
の
研
用

語
尼
ま
で
け
及
ば
な
い
か
ら
、
事
例
と
に
な
ら
な
い
。

位
布
等
図
賦
登
は
人
名
中
の
結
合
単
位
と
は
い
え
、
「
太
」
の
概
念
を
表

示
し
、
③
「
登
由
」
も
神
名
中
の
結
合
単
位
と
は
い
え
、
「
豊
」
の
概
念
を

表
示
し
、
共
に
そ
の
ま
ま
で
形
容
詞
的
修
飾
語
と
し
て
体
言
を
修
飾
す
る
こ

6
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と
が
で
き
る
語
怜
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
布
等
・
賦
登
・
登
巾
は

い
す
も
渡
用
で
も
に
写
の
誤
り
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
事
象
の
性
頁
の
概

念
を
表
む
す
―
一
音
節
の
語
怜
的
結
合
単
位
内
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

乙
類
ォ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
共
存
す
る
こ
と
は
、
音
節
結
合
に
つ
い
て
の
有

坂
第
二
川
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
坂
第
二
川
は
同
一
結
合
単
位
内
に

乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
共
存
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
二
音
節
の
結
合
単

位
内
に
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
は
絶
対
に
共
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。と

こ
ろ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
豊
」
が
「
と
よ
」
と
読
ま
れ
る
ば
あ

い
の
「
と
よ
」
に
は
「
と
ュ
」
と
い
う
音
形
式
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
が
古
形

で
あ
る
か
は
別
閻
題
と
し
て
、

toj6
と

toju
と
に
お
い
て
、

6
と

u
と

が
転
移
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

u
は
6

に
近

い
音
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
舌
的
U

で
は
な
く
て
、
中
舌
的
i

で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

futo
c
太
）
の
U

も
中
舌
的
母
音
で
あ
っ
た
。
地
名
の

等
由
良
（
罹
）
は
三
音
節
の
結
合
単
位
を
構
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の

tojura
の
U

も
、
前
例
か
ら
推
し
て
中
舌
的
母
音
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
て

tojura
の

toju
も

toio
と
同
じ
も
の
と
思
わ
訊
る
が
確
実
性

は
な
い
。
「
母
由
良
爾
」
の
「
母
由
良
」
も
三
音
節
の
結
合
単
位
と
11少
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
ぺ
た
。
し
た
が
っ
て
、

m
o
j
u
r
a
の
U

も
中
石
的
母
音
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

仰
余
奴
臣
⑧
⑨
苦
都
砒
古
⑩
由
碁
理
は
い
ず
れ
も
人
名
で
あ
る
が
、

余
奴
・
曽
都
・
山
荘
理
等
の
結
合
単
位
の
意
味
も
語
源
も
不
明
で
あ
る
e

こ

の
よ
う
に
意
味
・
語
源
共
に
不
明
な
固
有
名
詞
は
、
有
坂
氏
の
よ
う
に
資
料

と
し
て
は
除
外
す
べ
き
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
事
象
の
性
質
の
概
念
を

表
不
す
る
一
一
音
節
乃
至
―
二
音
節
の
語
幹
に
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
か
共
存

す
る
．
畢
例
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
往
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
、
詳
細
は

後
述
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る

3

乙
類
オ
別
音
と
ウ
別
音
と
が
同
一
結
合
単
位
附
に
共
存
す
る
以
削
の
事
例

が
、
推
古
時
代
乃
至
は
推
古
時
代
を
余
り
下
ら
な
い
項
の
文
献
や
、
古
事
記

に
お
い
て
は
、
そ
の
資
料
と
な
っ
た
文
献
の
表
記
字
而
の
ま
ま
を
伝
え
た
ら

し
く
思
わ
れ
る
神
名
、
人
名
に
、
古
語
や
古
音
を
伝
え
る
た
め
に
捩
進
者
の

太
安
万
侶
が
仮
名
書
に
し
た
と
思
わ
れ
る
古
語
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

有
坂
氏
の
音
節
結
合
に
つ
い
て
の
第
二
法
則
を
修
正
す
る
必
要
が
翌
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
奈
良
時
代
に
原
形
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
諸
風
卜

1

記
中
、
出
雲
風
土
記
に
唯
一
の
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
去
豆
（
地
名
）
・
許

豆
社
（
神
社
名
）
・
許
豆
之
社
（
神
社
名
）
・
許
豆
鶴
（
地
名
）
・
許
豆
浜

（
地
名
）
で
あ
る
。
去
・
許
は
い
ず
れ
も
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
乙
類
ォ
列
音
と

ウ
列
音
と
が
共
存
す
る
二
音
節
の
結
合
単
位
と
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

こ
の
は
あ
い
、
令
せ
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
代
て
も
最
も
古
い
時
代
に
限
つ
て
、
乙
知
オ
列
音
と
ゥ

列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
事
例
か
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
よ
う
な
結
合
法
則
が
上
代
で
も
古
い
時
代
に
は
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
と
見
る
よ
り
は
か
は
な
い

r

し
か
る
に
、
上
代
で
も
時

代
が
下
る
ほ
ど
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
ま
で
の
古
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、

東
国
方
言
は
し
は
ら
く
お
き
、
乙
類
オ
列
音
が
ウ
列
音
と
同
一
結
合
単
位
肉

に
共
存
し
な
い
と
い
う
音
節
結
合
の
法
則
は
、
却
っ
て
厳
し
く
守
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
一
見
、
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
言
語
事
象
を
、
合
理
的

に
説
明
す
る
に
は
、
言
梧
史
的
観
点
か
ら
音
節
結
合
の
法
則
の
成
立
過
程
及

び
変
造
を
考
察
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

上
代
で
も
初
期
の
煩
に
、

toio
c
翌
）
八

>
t
o
j
u
の
現
象
が
見
ら
れ

7・
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る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
U

が
中
舌
的
母
音
の
“
0

に
近
い
母
音
で
あ

る
こ
と
に
基
づ
く
と
解
す
る
の
か
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
代
の
初
期

に
限
り
乙
頬
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
二
音
節
乃
至
三
音
節
の
同
一
結
合
単
位

内
忙
共
存
す
る
事
例
に
お
け
る
ウ
列
音
の
母
音
も
6
に
近
い
中
舌
的
丹
音
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

:o
は
後
舌
栂
音
の
U

と
一
音
節
乃
至
一
二
音
節
の
同
一

結
合
単
位
内
に
共
存
し
た
の
で
は
な
く
、
中
舌
的
6
が
中
舌
的
U

と
結
合
単

位
を
梢
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
舌
的
6
は
後
舌
的
U

と
は
、

少
な
く
と
も
奈
良
時
代
ま
で
は
lwJ
一
結
合
単
位
を
構
成
し
な
っ
た
。
育
坂
弟

二
法
則
は
、
中
舌
的
6
と
後
舌
的
U

と
の
音
節
結
合
に
関
し
て
は
妥
当
で
あ

ろ。
文
似
に
現
わ
れ
た
古
代
日
本
語
の
時
代
は
、
前
代
の
史
前
日
本
語
（
史
前

国
語
）
の
時
代
に
比
し
て
、
母
音
閲
和
の
現
象
は
緩
か
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
史
前
日
本
語
時
代
か
ら
古
代
日
本
語
時
代
へ
の
変
遷

期
は
、
す
で
に
母
音
凋
和
の
現
蒙
の
崩
壊
期
に
臨
ん
で
い
た
。
古
事
記
に
甲

乙
両
類
の

IX別
が
認
め
ら
れ
る
「
モ
」
が
｀
書
紀
・
万
葉
集
そ
の
他
の
文
献

に
ぱ
滋
め
ら
れ
な
く
な
り
、
奈
良
吐
代
の
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
オ
・
イ

・
エ
各
列
の
音
で
口
乙
両
類
の
仄
別
あ
る
音
の
閲
に
混
同
か
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
周
知
の
迎
り
で
あ
る
，
こ
の
よ
う
な
刷
壊
過
程
を
考
附
す
る
と

上
代
の
初
期
に
限
り
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
か
同
一
結
合
単
位
内
に
共

存
す
る
若
千
の
字
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
史
前
日
本
語
（
史
前
国
語
）
時
代

に
は
ウ
列
音
に
も
後
舌
的
母
音
と
中
舌
的
母
音
と
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と

息
わ
れ
る

3

そ
れ
が
文
献
時
代
の
古
代
日
本
語
時
代
当
初
に
は
、
す
で
に
中

舌

位
u
は
後
舌
的
U

に
吸
収
さ
れ
て
、
音
部
的
に
は
区
別
が
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
音
声
的
に
は
未
だ
販
跡
と
し
て
残
存
し
て
い
た
"
U
が
、
音
韻
的
に
は

U

に
表
記
さ
れ
た
結
果
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
に
共

存
す
る
事
例
を
、
文
献
時
代
の
初
期
の
文
献
や
古
い
時
代
の
表
記
字
面
を
伝

え
て
い
る
と
批
定
さ
れ
る
固
有
名
祠
や
古
詰
を
伝
え
る
た
め
に
仮
名
告
で
表

記
さ
れ
た
表
記
字
面
に
、
痕
跡
と
し
て
残
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
ら
泉
井
久
之
助
氏
は
、
す
で
に
古
代
日
本
語
の
前
代
に
は
、
後
舌
的
母
音

U

に
対
し
、
中
正
的
母
音
斗
"
"
U

が
存
し
て
い
て
、
少
な
く
と
も
前
代
の
母
音

組
織
を
椙
成
す
る
母
音
の
―
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
括
い
圧
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
私
見
は
泉
井
氏
の
お
議
の
敷
釘
に
過
ぎ
な
い
が
、
筆
者
は
、
有
坂

氏
か
除
外
さ
れ
た
資
料
の
中
に
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
の
音
節
結
合
の
法

則
を
決
定
す
る
鍵
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
音
節
結
合
に
関
す
る
す
べ
て
の
資
料

を
言
語
史
的
観
点
に
立
っ
て
若
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
坂
第
二
川
に
妥

当
性
を
欠
ぎ
、
秩
に
「
就
中
」
以
下
の
後
文
は
妥
当
て
な
い
こ
と
を
述
へ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
出
雲
風
土
記
に
見
え
る
、
前
出
の
地
芦
・
神

名
の
「
去
豆
」
「
許
豆
」
の
事
例
は
、
古
記
録
の
表
記
字
面
を
そ
の
ま
ま
伝
え
、

ま
た
は
表

nc字
面
が
表
わ
す
音
に
基
づ
い
て
表
出
し
た
も
の
と
も
日
Ju

ら
れ
、

ま
た
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
地
名
・
神
名
の
よ
う
な
同
有
名
詞
に
は
、

古
音
が
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
、
そ
れ
を
出
雲
風
ナ
叫
の
各
郡
の
叫
録
者

達
が
表
記
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
意
宇
郡
の
条
に
は
「
去

豆
」
と
あ
り
、
楢
紐
郡
の
条
に
は
「
許
豆
乃
社
「
許
豆
社
」
「
許
一
辺
飢
」
一
，

許
豆
濱
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
許
」
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
い
け
、

前
述
の
よ
う
な
四
つ
の
解
釈
が
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

眼
名
の
古
音
の
保
存
に
習
意
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
日
本
語
時
代
で
も
、
は
じ
め
の
古
い
時
に
は
乙
知
オ
列
音
と
、
史
前

日
本
語
時
代
に
存
在
し
て
い
た
と
拍
定
さ
れ
、
文
献
時
代
に
は
、
少
な
く
と

も
音
部
的
に
は
す
で
に
後
舌
的
U

に
吸
収
さ
れ
た
＂
な

U

系
統
の
U

と
は
、
ニ

8~ 
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音
節
の
結
合
単
位
内
で
も
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
窓
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
固
有
名
詞
の
意
味
や
語
源
が
不
明
で
も
、
少
な

く
と
も
二
音
節
の
結
合
哨
位
内
に
共
存
す
る
屯
例
は
、
必
ず
し
も
除
外
す
る

必
要
は
な
く
、
資
料
と
し
て
一
往
芍
応
さ
れ
て
よ
い
。

叉
日
本
古
文
書
」
第
一
巻
の
正
倉
院
文
書
の
当
時
の
戸
籍
中
に
、
次
の

よ
っ
な
人
名
の
事
例
が
見
え
る
し

ぃ
エ
聾
1

大
賓
一
一
年
十
一
月
、
御
野
園
本
筈
郡
翌
栢
太
墨
戸
藉
、

三
三
頁
.

121]

久
岡
旦
買
大
喪
二
年
、
筑
前
國
嶋
郡
川
滋
里
戸
筍

‘
1
0
二
頁

⑱
涸
乎
知
枇
天
平
十
三
年
巻
二
、
三

0
六
頁
、
天
平
十
一
年
巻
二

四
、
一
―
ニ

④
罰
刷
麻
呂
~
に
同
じ
戸
釣
一

0
二
頁

的
制
与
喪
養
老
五
年
、
下
穏
闊
葛
餅
郡
大
鍬
郷
戸
絣
、
一
―
―

-0頁

佃
出
回
良
汲
大
賓
二
年
十
一
月
御
野
國
加
毛
郡
半
布
里
戸
訊
、

』

七

一

頁

右
の
事
例
に
、
一
往
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
の
結
合
出
位
の
事
例
と
見

て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

⑰
布
久
止
夜
大
賓
二
年
十
一
月
、
御
野
國
各
牟
罪
中
璽
戸
訊
、

四
五
頁

厠

御
野
回
加
毛
郡
半
布
里
戸
熟
、

大
喪
―
一
年
、
筑
前
國
餡
郡
川
邊
皇
戸
籍
、

-
0七
゜

⑱
目
与
酒
四

七
0
頁

⑱
伊
止
甫
呉

―
ニ
ニ
頁

⑩

乎

志

許

夫

賣

同

一

―

―

iO頁
(
7
)
 

右
の
事
例
は
自
分
の
温
査
に
某
づ
い
て
、
筏
勲
氏
の
労
作
を
参
照
し
た

3

右
の
か
ず
例
は
「
賣
」
を
除
い
た
部
分
の
構
成
要
素
が
不
明
で
あ
る
の
て
、

適
例
と
は
い
い
が
た
い
が
、
人
名
と
い
う
点
に
お
い
て
結
合
単
位
を
な
す
も

の
と
し
て
試
み
に
掲
け
る
。

人
名
に
お
け
る
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
の
共
存
の
車
例
は
、
養
老
五
年

の
下
穂
國
の
事
例
以
後
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
人
名
に
は
保
守
的
・

追
随
的
傾
向
が
あ
る
た
め
、
奈
良
朝
の
初
期
ま
で
は
、
古
い
音
節
結
合
の
注

則
か
残
存
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
久
曽
賓
（
大
寅
二
年
、
筑
前
）
の
「

久
曽
」
は
、
小
屎
賣
（
小
屎
賣
拿
大
賓
二
年
、
豊
前
）
と
対
比
す
る
に
屎
(

糞
）
と
見
て
よ
い
。
書
紀
に
は
神
代
紀
上
の
一
害
の
註
に
「
送
焚
。
此
云
似

蘇
麻
艇
」
と
あ
る
。
旅
は
甲
類
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
同
じ
く
書
紀
の
推
古

紀
十
八
年
十
月
の
条
に
「
錦
紙
首
久
倍
」
は
乙
類
で
あ
る
。
「
倶
蘇
」
の
方

は
、
神
代
紀
に
見
え
て
い
る
か
ら
、
了
八
佃
」
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
が

ち
で
あ
る
か
、
註
に
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
書
紀
編
纂
者
に
よ
っ
て
註
さ
れ

た
と
見
る
こ
と
か
で
き
る
。
つ
ま
り
、
乙
類
オ
列
音
と
史
前
日
本
語
時
代
の

*＂
U

系
統
の
ウ
列
音
と
が
結
合
単
位
を
構
成
し
な
く
な
っ
た
組
算
当
時
の
楔

準
語
音
に
甚
づ
い
て
表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑬
の
詞
乎
具
祖
は
調

小
屎
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
天
平
十
―

-

i

年
に
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
て
「
祖
」
は
甲
類
で
あ
り
、
日
本
書
紀
の
完
成
は
養
老
四
年
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
く
と
も
務
老
頃
ま
で
に
は
、
「
党
（
屎
）
」
の

ソ
は
、
乙
類
か
ら
甲
類
に
転
じ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し

て
、
推
古
紀
の
人
名
の
久
偕
は
、
人
名
な
る
故
に
資
料
の
表
記
字
而
を
伝
え

て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
神
代
紀
の
久
蘇
の
方
よ
り
も
、
淡
（
屎
）
の
古
音

を
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
糞
（
屎
）
の
ソ
は
、
大

賓
二
年
の
筑
前
國
戸
籟
や
推
古
紀
十
八
年
に
見
え
る
人
名
の
よ
う
に
、
乙

類
の
個
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
方
が
、
古
音
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

，
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山
田
考
雄
氏
「
『
革
厳
文
衷
要
決
・
東
大
方
諷
誦
文
ー
解
説
」

宥
坂
秀
憤
氏
「
國
語
音
韻
史
の
研
究
」
増
柿
新
版
」
一

Olli-四
頁

3

有
坂
秀
世
氏
「
上
代
音
釦
孜
」
所
収
「
古
事
記
に
あ
ら
は
れ
る
音

節
結
合
の
法
則
に
つ
い
て
」
二
頁

4

泉
井
久
之
助
氏
「
言
語
民
族
学
」
所
収
「
日
本
語
に
お
け
る
『
匝
根

』
の
殴
念
」
―
―
―
七
頁

5
J
前
出
「
國
語
音
額
史
の
研
究
」
一

0
五
頁

6
「
京
都
大
学
文
学
部
万
十
尚
年
記
念
論
文
味
」
所
収
泉
井
久
之
助

氏
「
上
代
日
本
諾
iC
お
け
る
母
音
組
織
と
舟
音
交
替
」
一

0
一
八
ー

二
0
頁

筏
勲
氏
「
正
倉
院
文
書
、
大
賣
益
老
戸
籍
の
人
名
語
の
索
引
」

H
口

前
出
「
国
語
音
韻
史
の
研
究
」
一

0
八
頁

8
 

7
 

2
 

ー 註 有
坂
氏
は
、
三
音
節
以
上
の
結
合
単
位
に
お
い
て
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列

(
8
)
 

音
と
が
共
存
す
る
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
語
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

啓
夫
佐
（
菜
ー
互
葉
）
二
叩
罰
屑
（
後
ー
古
事
記
）
・
久
之
呂
（

鉗
ー
万
葉
）
・
伊
灘
四
斯
〗
国
（
席
ー
書
紀
）
．
於
余
頭
膿
（
妖
言
ー
万

葉
）
．
偲
網
知
訳
裏
、
（
窪
公
鳥
ー
万
葉
）
~

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
、
有
坂
氏
は
「
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
果
し
て
分

折
し
得
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
故
、
し
は
ら
く
分
析
せ
ず
に
お
い
た

の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
立
夫
佐
」
を
除
い
て
は
、
二
つ

以
上
の
構
成
要
素
に
分
析
し
得
ろ
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
三
音
節
以
上
の
結
合
単
位
に
お
い
て
、
乙
類
オ
列
音
と
ウ
列
音
と

が
共
存
す
る
確
実
な
事
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

有
坂
第
三
則
に
、
「
ア
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
詞
一
結
合
単
位

に
共
存
す
る
こ
と
が
少
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
乙
類
オ
列

音
と
、
ア
列
音
以
外
の
甲
類
オ
列
音
・
甲
乙
両
類
の
イ
列
音
・
甲
乙
両
類
の

工
冽
音
・
ウ
列
音
・
戻
別
の
な
い
ィ
・
エ
・
オ
各
列
音
お
よ
び
自
己
固
士
と

の
結
合
状
態
を
調
壺
し
、
こ
れ
ら
の
結
合
状
態
と
乙
類
オ
列
音
と
ア
列
音
と

の
結
合
状
態
と
を
比
較
し
た
後
に
、
は
じ
め
て
乙
類
オ
列
音
と
ア
列
音
と
の

結
合
状
態
お
よ
び
乙
類
オ
列
音
の
性
柊
が
砒
実
に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
乙
類
オ
列
音
と
自
己
を
含
め
て
の
古
代
日
本
話
に
お
け
る
八
種

の
母
音
及
び
区
別
の
な
い
イ
・
エ
・
オ
各
列
音
と
か
結
合
単
位
を
梢
成
す
る

状
態
を
考
察
す
る

乙
類
オ
列
音
の
母
音
"
0

が
自
ら
の
母
音
音
節
た
け
で
二
音
節
上
の
結
合
単

位
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
更
め
て
説
く
ま
て
も
な
い
c

し
か
し
て
、
従
来

は
、
乙

"
o
m
o
と
は
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
し

し
か
し
て
、
奈
艮
時
代
ま
で
に
成
立
し
た
文
献
、
ま
た
は
文
献
の
造
文
と
推

定
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、
次
に
掲
け
る
よ
う
な
固
有
名
詞
の
事
例
が
あ
る

が
、
確
実
な
事
例
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

3

佐
伯
胆
阿
俄
能
胡
（
人
名
・
仁
徳
紀
）

大
御
糾
人
佐
伯
部
等
始
祖
阿
我
乃
古
（
人
名
・
播
朋
風
上
記
・
抑
前

郡）忌
節
之
山
（
地
名
・
「
と
コ
の
ヤ
マ
」
万
葉
巻
四
ー
四
八
七
）

鳥
籠
山
（
地
名
。
同
、
稔
十
一
—
二
七

I
0) 

近
汀
國
伊
呑
郎
胆
胡
郷
（
地
名
・
近
江
屈
風
土
記
逸
文
）

こ
れ
ら
「
阿
俄
泥
胡
（
阿
我
乃
古
）
」
「
鳥
陀
」
「
奥
胡
」
の
わ
ず
か
三

lO 
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_
|
l

年
十
八

少

女

次
古
号
売

栗
栖
太
里
戸
籍
―
二
八
頁

子

2

児
即
刷
叶
十
一

．
 

ー

々
里
戸
繕
四
二
頁

8

寄
人
阿
比
古
余
売

四
―
一
頁

4
猪
手
売
児
秦
人
劃
卸
売

布

呈

七

一

頁

戸
主
母
縣
主
族
古□

F

売

年
六
二

次

女

ー

ー

，

I

年
十
一女

L
 

古
与
完
孫
牟
下
津
酒
井
売

7
女
孔
王
部
由
早
理
売
、
年
参
歳
養
老
五
年
下
総
国
葛
飾
郡

大
島
郷
戸
紐
ニ
―
―
―
―
―
貞

8
女
孔
王
部
古
与
理
売
、
年
捨
壱
歳
、
小
女

6
 

5
 

ー

年――
緑
女

同、 同、 同 同 同

同

同、 同
同、

七
三
頁

七
一
二
頁

同
国
加
毛
郡
半

同 同
国
肩
県
翡
肩

大
貨
一
年
十
一
月
御
野
困
本
笠
郡

づ
の
事
例
も
語
加
は
不
明
と
見
る
よ
り
ほ
か
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
確
実
な

事
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
刀
葉
集
の
「
鳥
籠
之
山
」
「
且
籠
山
」
の

「
鳥
憧
」
は
、
そ
の
表
記
字
面
が
表
わ
す
通
り
の
「
と
リ
（
烏
）
」
の
「
と

」
と
「
コ
（
籠
）
」
と
の
複
合
語
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
tJ
不
明

と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
「
と
リ
」
の
「
と
」
は
、
「
と
ブ

（
飛
）
」
の
「
と
」
と
語
源
的
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
固

有
名
詞
か
成
立
し
た
当
時
は
、
語
諒
的
に
二
つ
以
上
の
枯
成
菱
索
か
ら
構
成

さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
固
有
名
詞
の
成
立
に
は
、
音
節
結
合

の
法
則
を
離
れ
て
、
自
由
に
独
自
の
結
合
が
許
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
大
日
本
古
文
書
第
一
」
所
収
の
正
誼
院
文
書
中
の
大
賓
二
年
の
御
野
國
戸

符
帳
お
よ
び
養
老
五
年
下
穂
國
戸
笠
帳
に
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
え
る
。

ニ
―
―
言
頁

訃
、
古
与
理
売
の
姉
に
「
与
連
売
」
、
妹
に
「
其
辱
理
売
」

与
狸
売
」
が
あ
る
。

9

従
父
妹
孔
王
部
句
与
理
売
、
什
弐
拾
陸
歳
同
、
同
、

―
一
八
八
頁

⑭

妹

孔

王

部

JII呂
売

、

年

弐

拾

捌

歳

同

、

同

、

ニ
八
八
頁

11

妹
孔
王
部
由
固
尤
、
什
参
拾
弐
歳
丁
女
同
、
同
、

一
＝
―
-
三
頁

12

孔
王
部
古
麻
呂
、
年
壱
蔵
、
緑
児
、
上
件
一
口
、

11売
男

同

同

ニ

―

-

『

二

頁

1
3
妹
藤
原
部
真
目
刀
印
売
、
年
弐
拾
壱
歳
、
同
、
同
國
倉
肌
郡
意
布

郷
戸
訊
‘
-
＿
九
四
頁

14

妹
藤
原
部
売
刀
由
売
年
拾
柴
歳
、
次
女
、
同
、
同
、
二
九
四
頁

右
の
人
名
か
す
べ
て
女
性
の
名
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
て
、
8
の
「
古
与
理
先
」
の
姉
に
「
与
理
売
」
、
妹
に
「
真
与
理
売
」
「

若
与
理
売
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
古
」
は
「
小
（
甲
）
」
の
意
で
、
美
称

的
、
愛
称
的
核
頌
辞
で
あ
ろ
う
。
ま
た
1
か
ら
6
ま
で
の
「
古
与
」
「
古
与

売
」
の
「
古
」
も
同
じ
接
頭
辞
と
思
わ
れ
る
。

1

の
「
古
与
売
」
と
同
戸
に

「
古
虫
売
」
が
あ
り
、
同
里
の
刑
部
稲
寸
の
戸
口
に
「
手
古
売
」
「
手
炊
売

」
「
古
手
売
」
「
姉
売
」
「
古
姉
元
」
が
あ
る
。
更
に
同
国
一
口
県
聾
同
々
里

の
国
遮
大
庭
の
戸
口
に
、

2

の
「
古
与
」
と
共
に
「
小
力
」
「
万
売
」
「
小
JJ

売
」
「
頁
万
売
」
か
見
え
、
同
国
加
毛
郡
半
布
里
の
石
部
三
田
の
戸
口
に
「

与
麻
呂
」
が
見
え
る
。
以
上
の
名
の
構
成
要
素
を
対
比
す
れ
は
、
甲
汀
の
コ

を
表
わ
す
「
小
」
「
古
」
中
、
上
に
つ
い
た
も
の
は
愛
称
、
芙
称
の
接
頭
辞 「若

11 
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で
、
下
に
つ
い
た
も
の
は
「
児
」
の
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
て
「
売
」
は
女
の
意
味
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な

い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
名
に
お
け
る
中
心
白
意
味
は
「
与
」
「
虫
」
「
手
」

「
姉
」
「
万
」
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
古
与
」
は
結

合
単
位
て
は
な
く
て
「
古
・
与
」
と
分
析
す
る
こ
と
が
て
き
る
。

1
0
.
1
1
の

「
ー
ロ
呂
」
も
「
古
・
呂
」
と
分
析
さ
れ
、
こ
の
ば
あ
い
「
古
」
は
児
の
意
味

で
中
心
的
意
味
を
表
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
に
親
麦
を
表
わ
す
接
尾
辞
「
ろ
（

呂
）
」
か
付
い
た
も
の
と
忌
わ
れ
る
。
し
か
し
て
、
「
古
与
」
「
古
与
完
」

の
「
与
」
は
「
よ
ご
と
（
吉
事
）
」
「
よ
し
「
良
）
」
等
の
「
よ
」
と
同
じ

も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
て
、

14
の
「
売
乃
古
売
」
の
「
乃

」
は
、
本
来
は
杞
助
飼
「
の
」
と
思
わ
れ
る
の
て
、
「
乃
古
」
も
ま
た
同
一

結
合
単
位
と
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
1
の
よ
り
14

ま
で
の
戸
紐
の
女
性
の
名
に
、
乙
類
オ
列
音
と
甲
類
オ
列
音
と
が
同
一
結
合

単
位
内
に
共
存
す
る
確
か
な
事
例
と
す
る
こ
と
に
で
き
な
い
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
固
有
名
詞
以
外
に
は
乙
類
オ
列
音
と
甲
類
オ
列
音

と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
事
例
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
固
有
名
詞

に
お
い
て
も
、
確
実
な
事
例
は
―
つ
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
乙
類

オ
列
音
と
甲
頬
オ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
確
実
な
事
例
は

全
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

乙
類
オ
列
音
が
甲
類
イ
列
音
及
び
区
別
の
な
い
イ
列
音
と
結
合
単
位
を
構

成
し
て
い
る
事
例
は
多
い
の
で
、
あ
え
て
事
例
を
挙
け
る
必
要
は
な
い
か
、

試
み
に
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
甲
乙
両
類
の
区
別
が
あ
る
イ
列
音
と
の
結
合

と
キ
（
時
）
・
ヒ
と
（
人
）
・
ヒ
ろ
（
広
）
・
よ
ヒ
（
宵
）
・
ヒ
と

つ
(
-
っ
）
・
オ
ギ
ろ
（
嗣
）
・
ホ
と
と
ギ
ス
（
祖
公
謁
）
？
・
ミ

の
（
美
能
ー
大
日
本
古
文
書
ー
誕
）

音
義
私
諮
ー
咽
）

一
、
甲
乙
両
類
の
区
別
が
な
い
イ
列
音
と
の
結
合

イ
ろ
五
色
・
同
襲
・
イ
の
チ
（
命
）
•
こ
ソ
（
腰
）
·
と
シ
（
年

）
・
ヤ
マ
ゾ
ひ
（
山
城
）
．e
lリ
（
烏
）
．
の
川
（
悔
苔
）
•
こ
シ

キ
（
甑
）
．
よ
利
（
同
年
）
．
の
王
（
後
）
・
ム
シ
る
（
恥
）
？
．

9

,

9

-

＇

,

 

ヤ
ン
ろ
（
社
）
？
・
ク
シ
ろ
（
訓
）
？
・
ウ
シ
ろ
（
背
後
）
？
．

鳳
月
（
際
・
人
名
）
？
・
ご
の
シ
ぢ
（
近
志
昌
ー
閃
ー
出
よ
風

上
記
嶋
根
郡
）
？
マ
シ
と
と
言
盆
巴
・
チ
の
IJ

〔
千
凡
入
）
？

0

,

、N
7
5
川
（
緑
）
・
ナ

Vi
（
名
竺
？
．
ヲ
ろ
チ
（
大
蛇
）
．

＇ 

ィ
と
（
誌
）
・
イ
よ
（
弥
）
・
シ
こ
（
獅
猛
．
醜
）
・
オ
よ
シ
フ
(

諸
説
あ
る
も
定
説
な
し
）
？
．

ti_欧
出
（
凶
醜
）
．
引
刊
ー
ヂ
c
l
(

灼
然
）
・
ア
キ
ジ
こ
リ
（
裔
に
條
我
＂
夢
中
に
な
る
）
？
・
シ
こ
リ
（

無
我
沙
中
に
執
心
す
る
）
？
・
シ
判
キ
ハ
（
矢
の
一
種
？
）
？
．

61ブ
（
忍
）
い
と
フ
（
厭
）
・
イ
の
ル
（
祈
）
・
イ
ど
ム
（
＿
挑

）
・
イ
こ
の
フ
（
期
剋
）

右
の
う
ち
、
二
J

キ
ジ
こ
リ
」
一
シ
こ
リ
」
の
「
リ
」
は
動
叫
の
活
用
語

尾
と
見
ら
れ
、
「
オ
よ
シ
ヲ
」
は
諮
説
添
あ
る
が
定
説
か
な
い
の
で
、
小
例

と
し
て
掲
げ
て
い
る
人
が
あ
る
が
、
除
い
た
方
が
妥
当
と
忍
わ
れ
る
。
人
名

・
地
名
の
固
有
名
詞
に
も
多
く
の
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
煩
を
厭
い
、
「
己

乃
志
呂
売
」
（
大
宝
二
鉦
十
一
月
、
御
野
旧
加
毛
郡
半
布
璽
戸
低
）
が
あ
る
こ

と
だ
け
を
付
け
加
え
て
、
他
は
す
べ
て
省
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
て
、
前

出
の
事
例
に
お
い
て
は
、
悩
綜
を
付
け
た
部
分
が
一
の
梢
成
淡
素
て
あ
り
、

結

合

単

位

と

認

め

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

，

『

前
出
の
「
ム
シ
ろ
」
「
ク
シ
ろ
」
「
ウ
シ
ろ
」
等
の
「
ろ
」
は
、
す
で
に

．
の
ミ
ど
（
能
美
的
ー
泄
厳
経
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云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
造
語
成
分
的
接
尾
辞
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
語
は

二
つ
の
構
成
要
索
に
分
析
す
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
区

別
の
な
い
イ
列
音
と
乙
類
オ
列
音
と
が
共
存
す
る
事
例
か
ら
む
し
ろ
除
く
べ

き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
ヲ
ろ
チ
」
も
、
「
ヲ
ろ
」
と
「
チ
」
と
に
分
析
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
チ
」
は
「
ミ
ッ
チ
ー
蚊
ー
」
「
ク
ク
の
チ
ー
窒
の
チ
ー
ー

」
「
意
富
斗
能
地
神
」
等
の
「
チ
」
と
同
じ
く
、
「
霊
力
」
の
所
有
者
に
付

け
る
接
尾
辞
と
思
わ
れ
る
。

乙
類
オ
列
音
と
乙
類
イ
列
音
と
の
結
合
の
事
例
は
非
常
に
少
な
い
。

悶
（
助
詞
）
・
ホ
そ
き
（
匹
学
椒
此
云
褒
曽
紀
、
皇
極
紀
―
―
一
年
）
、

よ
モ
き
（
余
母
疑
ー
逢
—
万
葉
巻
十
八
、
四
―
―
六
）

右
の
「
ホ
そ
き
」
「
よ
モ
ぎ
」
は
恐
ら
く
「
ホ
そ
・
き
」
「
よ
モ
・
ぎ
」

と
分
析
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
確
実
な
事
例
は
「
の
み
」
だ
け
で

あ
る
。
地
名
・
人
名
の
固
有
名
詞
に
も

志
許
斐
山
（
地
名
、
出
雲
風
土
記
）
・
興
曽
紀
（
地
名
、
出
雲
風
土
記

)
•
伊
罰
刷
（
人
名
、
播
磨
風
土
記
）

の
三
例
が
見
出
さ
れ
る
ぐ
つ
い
で
、
語
源
も
不
明
な
の
で
、
分
析
て
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
確
実
な
事
例
は
助
詞
「
の
み
」
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
乙
類
オ
列
音
と
乙
類
イ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
に
共
存

す
る
こ
と
は
全
く
の
異
例
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
則
的
に
は
、
乙
類

オ
列
音
と
乙
類
イ
列
音
、
即
ち

6

と
ー
と
は
結
合
単
位
を
構
成
し
な
い
と

見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

乙
類
オ
列
音
と
甲
類
エ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
を
事
例
は

見
当
ら
な
い
。
有
坂
氏
は
、
「
シ
ケ
こ
し
ー
醜
ー
」
の
「
シ
ケ
こ
」
を
同
一

結
合
単
位
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
「
シ
ケ
」
は
「
シ
コ
ー
醜
ー
」
と
同
語
源
で

語
基
母
音
の
相
進
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
シ
ケ
•
こ
シ
」

と
分
析
す
べ
き
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
確
実
な
事
例
と
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
ス
メ
ろ
キ
ー
天
皇
ー
」
も
「
カ
ム
ろ
キ
」
「
ヒ
も

ろ
キ
」
「
ス
メ
カ
み
」
「
ス
メ
ミ
マ
」
な
ど
の
語
と
対
比
す
れ
ば
、
「
ス
メ

・
ろ
・
キ
」
と
分
析
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
乙
類
オ
列
音
と
甲
乙
両
類
の
区
別
が
な
い
工
列
音
と
の
結
合
の
事
例

も
僅
少
で
あ
る

「
こ
ヱ
ー
声
ー
」
・
「
と
セ
ー
年
ー
」
・
「
ヲ
そ
ネ
ー
小
的
ー
」
・
「

と
ネ
リ
ー
止
尼
利
、
舎
人
」
（
大
究
二
年
御
野
国
味
蜂
群
春
日
璽
戸
訪
）

「
と
ネ
リ
」
の
事
例
は
、
戸
藉
帳
中
の
人
名
で
あ
る
が
、
舎
人
の
仮
名
害

で
あ
ろ
う
。
「
こ
レ
ー
此
ー
」
「
そ
ネ
ー
其
根
ー
」
「
そ
ネ
め
ー
其
根
芽
ー

」
な
ど
は
、
奈
艮
時
代
の
語
意
識
で
は
、
「
こ
・
レ
」
「
そ
・
ネ
」
「
そ
・

ネ
・
め
」
と
分
析
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
ネ
モ
こ
ろ
」
の
語
源

は
不
明
と
す
る
方
が
安
全
で
あ
り
、
モ
に
卯
乙
両
類
の
図
別
が
あ
る
古
事
記

に
は
、
こ
の
語
の
仮
名
書
の
栢
例
が
な
い
の
で
、
「
モ
」
が
甲
乙
い
ず
れ
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
か
不
明
て
あ
る
。
万
葉
集
に
は
「
ネ
モ
こ
ろ
」
と
あ
る

か
ら
、
「
モ
」
が
母
音
翡
和
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
「
こ
ろ
]
け
乙
訂
で
あ

る
か
ら
、
乙
類
相
当
の
「
も
」
で
あ
り
「
ネ
も
」
で
あ
っ
た
と
一
応
見
ら
れ

る
が
、
「
ネ
・
モ
こ
ろ
」
と
分
折
す
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
い
「
モ
」

が
乙
類
で
あ
る
に
せ
よ
、
本
来
的
に
は
乙
類
オ
列
音
と
甲
乙
の
区
別
が
な
い

工
列
音
と
が
結
合
単
位
を
構
成
す
る
事
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

固
有
名
詞
に
は
次
の
例
が
見
出
さ
れ
る
。

「
ヲ
そ
ネ
ー
悶
贈
禰
、
地
名
、
顕
宋
紀
」
・
「
そ
ネ
ー
曽
禰
連
、
人

名
、
天
武
紀
」
「
ハ
タ
の
こ
ヘ
マ
ろ
ー
秦
訂
遍
麻
呂
、
人
名
、
万
菜
ー

」
•
こ
セ
ー
「
巨
勢
・
許
絡
・
屈
埜
・
起
勢
、
氏
名
・
地
名
ー

L
.

「

そ
ネ
ー
曽
尼
村
、
常
佐
風
土
記
行
方
郡
ー
」
・
「
そ
ネ
ー
曽
尼
之
駅
、
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同
風
土
記
同
都
ー
」
・
「
そ
ネ
ー
曽
庫
連
歴
、
人
名
、
播
磨
風
土
記
議

容
郡
［
」

な
お
、
大
賓
二
年
以
後
奈
良
時
代
の
正
倉
院
文
書
に
は
、
「
曽
禰
」
「

巨
勢
」
「
許
勢
」
等
を
氏
ま
た
は
名
に
宥
す
る
氏
名
の
字
例
が
多
く
見

え
て
い
る
が
、
い
た
ず
ら
に
紙
面
を
浪
費
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
省
略

す
る
こ
と
に
し
た
。

な
ど
か
見
え
て
い
る
か
、
そ
れ
も
「
そ
ネ
」
「
こ
セ
」
「
こ
へ
」
に
限
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
固
合
名
詞
を
入
れ
て
も
、
乙
類
オ
列
音
と
区
別

の
な
い
工
列
音
と
が
結
合
弔
位
を
構
成
す
る
こ
と
は
至
っ
て
稀
で
あ
る
。

乙
類
オ
列
音
と
乙
類
工
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
臼
に
共
存
す
る
事
例
も

極
め
て
少
な
い
。
ご
J

め
—
米
、
こ
翌
極
紀
ー
」
の
外
に
、
「
ホ
と
け
（
保
止

‘
気
）
ー
仏
、
仏
足
石
歌
碑
ー
l

「
こ
け
（
己
気
）
［
歌
経
標
式
」
が
あ
る
。

合
せ
て
＿
一
一
例
と
な
る
。
孝
徳
紀
白
雉
四
年
五
月
の
条
に
「
安
達
、
中
臣
渠
毎

連
之
子
」
と
分
註
に
あ
る
渠
毎
、
天
武
紀
元
年
秋
七
月
壬
子
の
条
に
「
高
市

縣
主
許
栴
」
の
許
梅
は
、
い
ず
れ
も
米
を
名
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更

に
正
倉
院
文
書
の
上
代
の
一
戸
籟
帳
に
、
~

小
止
目
売
（
大
賓
―
一
年
十
一
月
、
御
野
国
加
毛
郡
半
布
見
戸
籍
）

目
与
項
志
ル
（
同
）
~

が
見
え
て
い
る
が
、
人
名
で
あ
り
、
語
怠
も
判
然
と
し
な
い
の
で
、
確
実
な

事
例
と
は
言
い
が
た
い
。
奈
良
時
代
の
諸
風
土
記
及
び
そ
の
逸
文
に
は
、
事

例
が
見
当
た
ら
な
い
。
乙
類
オ
列
音
と
乙
類
工
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内

に
共
存
す
る
事
例
が
甚
だ
僅
少
で
あ
る
こ
と
は
．
、
乙
類

:o
と
乙
類

”e
と
が

母
音
調
和
を
忌
避
す
る
性
質
が
あ
っ
た
こ
と
に
基
い
て
い
る
と
見
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

"
0
と
a
と
の
結
合
事
例
も
多
く
な
い
が
、
乙
類
オ
列
音
相
互
の
結
合
以
外

歌
謡

の
他
の
母
音
と
の
結
合
事
例
に
上
し
て
最
も
多
い
。

固
有
名
詞
以
外
の
語
と
固
有
名
詞
と
の
事
例
に
分
け
て
褐
げ
る
と
、

推
古
遺
文
及
び
古
事
記
以
前

固
有
名
詞

麻
里
古
王
（
上
官
太
了
系
誼
、
二
例
）

古
事
記

本
文
登
阿
米
受
而
神
代
己

翌
陀
流
神
代
記

奴
那
登
（
分
析
す
ぺ
ぎ
か
）
神
代
記

歌

謡

阿

罰
宇
知
他
阿
割

多
智
曽
婆

麻
呂
賀
知
応
坤
記

固

有

名

詞

．

本
文
伊
刷
脚
夜
和
気
命

鼠
詞
見
（
化
人
名
）

麻
呂
古
王

哀
麻
凶
古
王

図
刷
登
々
母
々
咄
売
命

書
紀

本
文
天
吉
葛
此
云
阿
摩
能
釦
佐
図
羅
一
云
艇
曽
豆
羅

就
濱
藻
謂
奈
能
利
曽
毛
允
恭
紀

俗
呼
父
為
詞
剛
仁
賢
紀

葉
木
國
此
云
播
挙
知
翁
神
代
紀

多
知
罰

□

神
代
紀

神
代
紀
上
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巻

二

巻

五
巻
十
八

巻

二
巻

八

巻
十
五

巻

一

巻

凶

巻

四固
有
名
詞 5

3
3
 

5
0
9
 

一、l

3
6
3
 0
 

1
4
2
3
 

1
8
3
 

9
0
4
 

4
1
3
0
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摩
閃
祁

岸
呂
餓
智

烏
糾
餓
灘

多
能
駕

固
有
名
詞

本
文
日
本
此
云
耶
麻
騰
神
代
紀
上

肝
呂
古
（
人
名
・
継
体
紀
）

阿
都
（
地
名
・
用
明
紀
）

阿
俄
能
胡
（
人
名
・
仁
徳
紀
）

麻
多
能
烏
〔
人
名
・
匝
仁
紀
）

餘
佐
（
地
名
・
雄
略
紀
）

歌

謡

豫

佐

濯

應

神

紀

万
葉
集

巻
十
一

2
5
1
2

゜

足
音
（
「
音
」
は
乙
類
「
オ
と
」
で
あ
る
か
ら
、
足
音

゜

は
「
ア
と
」
と
推
定
さ
れ
る
）

安
騰
毛
比

多
能
無

登
聟
米

常
和
品
唸
爾

屋
外

伽
栢
里

屈
抒
嘩
底
里

畠？
名
凝
？

景
行
紀

應
神
紀

推
古
紀

舒
明
紀

可
良
等
麻
皇

帷
田
山
（
弥
田
は
「
木
旗
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
「
こ
（
乙
）
ハ
タ
j
と
見
る
こ
と
か
で
き
る
）

巻

二

木

旗

巻

六

田

跡

河

巻

十

三

十

羽

巻

九

翡

羽

巻

十

二

刑

卿

之

浦

巻
十
五

3
6
8
8

掴
麻
等
（
他
に
夜
麻
豆
・
山
跡
・
山
常
）

諸
国
風
土
記
（
奈
良
時
代
の
成
立
又
は
奈
良
時
代
の
遺
文
と
推
定
さ
れ

る
も
の
）

多
乃
毛
社
（
出
雲
・
意
宇
耶
）

古
志
國
佐
葵
布
（
出
雲
・
神
門
郡
）

筑
紫
久
麻
曽
國
（
播
磨
・
鹿
児
郡
）

麻

跡

里

・

朗

磨

郡

）

夜
麻
等
（
丹
後
・
逸
文
）

尉
謝
耶
（
丹
後
・
逸
文
）

註
固
存
名
詞
以
外
の
語
に
は
事
例
か
見
当
ら
な
い
。

正
倉
院
文
書
（
但
し
、
大
賓
―
―
年
よ
り
心
閉
塁
一
年
ま
で
）

奈
乃
乙
加
）
理
祠
）
曽
（
こ
の
事
例
多
し
）

郡
刷
佃
（
天
平
賓
字
六
年
十
二
月
・
同
閏
十
二
月
・
巻
卜
六
）

知
麻
止
波
夜
？
（
年
紀
闊
・
巻
二
五
）

固
付
名
詞

己
麻
人
（
大
蜜
―
一
年
、
御
野
國
、
味
蜂
郡
春
部
里
戸
紐
・
巻
一
）

訓
止
利
売
（
同
）

巻
十
五

巻
十
一

翌

1
6
5

3
3
4
6
 

1
7
5
7
 

1
0
3
5
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阿
波
剃
己
（
同
）

加
良
血
痴
利
山
（
天
平
十
九
年
・
巻
二
）

，
丹
後
國
訃
郡
（
天
平
九
年
・
巻
二
）

渕
嬰
（
天
平
勝
賓
二
年
・
巻
三
）

喜

女

（

同

年

・

同

巻

）

甲
斐
國
国
刷
郡
（
天
平
賓
字
六
年
・
巻
十
五
）

矢
田
部

11万
呂
（
天
平
賓
字
六
年
・
巻
十
六
）

阿
刀
造
引
紺
刻
（
天
平
勝
賓
五
年
、
天
平
賓
字
二
年
、
同
巻
二

五）伊
豆
加
引
（
天
平
賓
字
元
年
、
巻
二
五
）

与
伽
売
（
天
平
五
年
、
右
京
計
帳
、
巻
一
）

右
の
事
例
に
お
い
て
は
、
二
つ
以
上
の
同
例
は
原
則
と
し
て
一
例
を
示

し
た
が
、
表
記
用
字
に
相
違
が
あ
る
も
の
は
、
参
考
に
掲
げ
た
も
の
も

多
い
。
固
有
名
詞
は
、
そ
の
語
構
成
や
語
源
が
不
明
な
も
の
が
大
多
数

で
あ
る
が
、
乙
類
オ
列
音
と
ア
列
音
と
が
直
接
し
て
い
る
も
の
は
、
不

明
な
も
の
で
も
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。
「
余
良
斯
（
神
武
記
）
」
を
事

例
か
ら
除
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
乙
類
オ
列
音
の
母
音

”o
は
、
自
己
以
外

の
他
の
母
音
と
は
結
合
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
母
音
で
あ
り
、

甲
類
u
.
e

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
乙
類
1
•

も
と
も
避
け
る
傾
向
が
強

く
、
甲
類
0

と
は
絶
対
的
に
結
合
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
な
く
、
有
坂
氏
が

指
摘
さ
れ
た
如
く
、
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
確
実
な
事
例
は
全
く
見

当
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

乙
類
オ
列
音
が
比
較
的
に
結
合
単
位
を
構
成
す
る
音
は
、
ア
列
音
と
イ
列

音
で
あ
り
、
ア
列
音
が
イ
列
音
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。
一
方
、
ア
列
音
は
自 ,,-; 

己
(

a

)

と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
す
べ
て
の
母
音
と
も
結
合
単
位
を
構
成
し

て
い
る
が
、
自
己
と
の
結
合
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
中
舌
母

音
の
"
1
.
＂0

と
結
合
す
る
事
例
は
、

i
.
e
.
8
.
o
.
u
と
結
合
す
る
事

例
よ
り
少
な
い
。
こ
の
現
象
か
ら
次
の
よ
う
な
仮
定
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず

a
が
中
性
母
音
と
見
ら
れ
て
い
る
・
1
.
e
よ
り
も
一
そ
う
中
性
母
音
的
で
あ

っ
た
と
い
う
仮
定
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
ウ
列
音
が
史
前
日
本
語
（
史
前
国

語
）
に
お
い
て
後
舌
母
音
U

に
対
し
、
中
舌
母
音
ぎ
U

の
存
在
が
考
え
ら
れ

た
よ
う
に
、
史
前
日
本
語
時
代
に
は
後
舌
的

a
の
ほ
か
に
ぎ
a
が
存
在
し
て

い
て
、
文
献
時
代
に
入
る
前
に
、
＊
”a
は
完
全
に

a
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
と

い
う
仮
定
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、

U

が
ぎ
U

を
吸
収
し
た
時
期
よ
り

も、

a
が
羨
a
を
吸
収
し
た
時
代
の
方
が
早
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

U

は

結
合
単
位
を
構
成
す
る
点
か
ら
い
え
ば
、
既
述
の
如
き
言
語
史
的
過
程
に
基

づ
い
て
"
0
と
結
合
す
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
い
以
外
は
、

a
に
次
い
で
他
の

栂
音
と
結
A品
ヂ
位
を
構
成
す
る
。•
1
は
a

と
同
じ
く
自
己
及
び
他
の
す
べ
て

の
母
音
と
結
合
単
位
を
構
成
す
る
が
、

a
や
“
0
を
除
い
た
ば
あ
い
の
U

ほ
ど
、

e
.
o
.
u
•
“

ー
・

e

と
は
珀
極
的
に
結
合
単
位
を
構
成
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
見
方
に
従
え
ば
、

U

は
あ
る
程
度
中
性
母
音
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と

い

う

こ

と

が

で

き

よ

う

。

．

と
こ
ろ
で
、
同
一
結
合
単
位
内
に
お
い
て
、

"
0
と
共
存
す
る
母
音
の
種
類

及
び
頻
度
と
、

a
と
共
存
す
る
母
音
の
種
類
と
頻
度
と
の
比
較
に
よ
り
”0
が

6
以
外
の
母
音
と
結
合
単
位
を
構
成
す
る
栂
音
中
、

a
と・
1

と
が
最
も
多
く

結
合
単
位
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
節

結
合
に
関
す
る
前
記
の
有
坂
第
三
則
「
ア
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
同

一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
こ
と
が
少
い
」
は
、
ア
列
音
が
構
成
す
る
す
べ

て
の
結
合
単
位
に
お
け
る
乙
類
オ
列
音
と
ア
列
音
と
の
結
合
単
位
に
関
す
る
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説
明
で
あ
っ
で
、
乙
類
オ
列
音
が
構
成
す
る
す
へ
て
の
結
合
単
位
に
お
け
る

乙
頬
オ
列
音
と
ウ
列
音
と
の
関
係
を
述
ぺ
た
第
二
則
と
は
、
結
合
関
係
の
基

準
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
て
、
第
一
則
は
第
二
則
と
同
し
基
準
に
お
い

て
、
乙
類
オ
列
音
と
甲
類
オ
列
音
と
の
結
合
単
位
に
お
け
る
結
合
関
係
を
述

べ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
乙
類
オ
列
音
を
陥
準

に
し
て
、
乙
類
オ
列
音
と
ア
例
音
と
の
結
合
関
係
を
見
れ
ば
、
第
三
則
は
「

乙
類
オ
列
音
は
自
己
以
外
の
母
音
と
結
合
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
に
消
極
的

で
あ
る
が
、
ア
列
音
と
イ
列
音
と
は
他
の
音
に
比
し
て
、
比
較
的
に
結
合
単

位
を
構
成
す
る
。
」
と
で
も
改
め
た
方
が
、
結
合
単
位
の
構
成
に
お
け
る
乙

類
オ
列
音
の
性
格
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
掲
げ
た
ア
列
音
と
乙
類
オ
列
音
と
の
結
合
事
例
を
見
る

に
、
一
＿
音
節
の
名
詞
「
マ
ろ
」
「
ア
そ
」
「
そ
バ
」
「
力
そ
」
は
、
一
音
飾

の
構
成
要
素
に
分
析
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
と
ハ
」
も
「
と
・
ハ
」
と

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
よ
サ
ヅ
ラ
」
は
「
一
云
輿
曽
豆
羅
」
と
あ

り
、
「
マ
そ
ケ
」
は
「
マ
タ
ケ
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
母
音
交
替
の
現
象
で

あ
る
。
「
ナ
の
リ
そ
モ
」
「
ナ
の
リ
そ
」
「
ナ
の
そ
」
は
、
少
な
く
と
も
二

つ
以
上
の
構
成
要
素
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
ヤ
マ

と
（
大
和
）
」
は
「
ヤ
マ
ト
（
山
門
）
」
と
対
比
し
て
二
つ
以
上
の
構
成
要

素
に
分
析
で
き
る
。
「
ハ
こ
ク
ニ
（
葉
木
国
）
」
も
葉
（
ハ
）
（
こ
）
に
分

析
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
オ
こ
ナ
ヒ
」
は
「
オ
こ
・
ナ
ヒ
」
、
「
夕
の

ミ
」
は
「
タ
・
の
み
」
と
そ
れ
ぞ
れ
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

3

「
オ
ろ

ガ
ム
」
も
分
析
で
き
る
可
能
性
が
、
且
つ
ヒ
（
フ
）
・
ミ
（
ム
）
・
ム
等
の

接
尾
辞
的
造
語
成
分
が
付
く
た
め
に
、

a

（
ナ
・
ガ
）
・
"
0

（
の
）
の
母
音

を
と
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
ア
ど
モ
」
は
「
ア
ツ
ム
（
集
）
」
と
国

l

語
源
か
ら
分
派
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
ナ
ご
り
」
の
語
諒
が
「
波

残
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
ナ
・
ご
リ
」
と
分
析
で
き
よ
う
。

「ffu
る
」
は
例
外
な
く
乙
類
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ヤ
ど
ル
」
の
語
源

に
つ
い
て
は
、
有
坂
秀
枇
氏
は
「
屋
取
る
」
と
さ
れ
、
名
詞
「
ヤ
ド
（
官
）

」
の
ド
は
甲
類
で
あ
る
の
で
、
そ
の
語
源
は
「
犀
鹿
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
ヤ
・
ド
ル
」
と
分
析
で
き
よ
う
。
「
と
ダ
ル
」
に

つ
い
て
は
、
新
村
出
・
安
籐
正
次
両
氏
等
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
語
と

の
語
源
閲
係
の
存
在
が
説
か
れ
て
い
る
。
が
、
な
お
一
抹
の
不
安
か
件
う
。

「
と
が
め
」
の
「
と
ガ
」
は
、
中
央
語
系
の
古
代
語
と
方
言
的
差
異
が
苫
し

い
東
歌
で
は
あ
る
が
、
名
詞
の
事
例
が
あ
り
、
「
と
ガ
」
の
「
と
」
は
「
罪

」
の
「
つ
」
と
同
語
源
か
も
知
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

a
と
"
0
と
か
共
存

す
る
二
音
節
の
結
合
単
位
に
お
い
て
、
語
根
が
二
音
節
で
あ
る
確
実
な
事
例

は
、
「
よ
サ
ヅ
ラ
」
「
す
ぞ
ヶ
」
ぐ
ら
い
て
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
語
と
て
更
に
分
析
で
き
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
、
乙
類
オ
列
音
及
び
甲
類
オ
列
音
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
粕
令
単
位
内

に
共
存
す
る
母
音
の
相
違
に
基
づ
い
て
、
古
事
記
に
お
け
る
「
オ
・
ホ
・
ヲ
」

の
三
音
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う

3

古
屯
心
に
お
い
て
は
、
オ
列
音
の
モ
に
甲
乙
血
類
の
区
別
か
あ
る
の
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
か
、
史
に
、
ア
行
の
オ
、
ワ
行
の
ヲ
、
ハ
行
の
ホ
に
甲

乙
両
類
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
周
知
の
こ
と
で
あ

(
1
)
 

る。
考
察
の
便
宜
上
、
ホ
か
ら
始
め
る
。
古
事
記
の
成
立
が
多
元
的
で
あ
る
こ

と
に
は
哭
論
は
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
歌
謡
と
本
文
と
に

分
け
、
は
あ
い
に
よ
っ
て
は
上
巻
（
神
代
巻
）
中
巻
・
下
巻
に
区
分
し
、
更

17 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



に
御
代
や
そ
れ
そ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
の
叙
込
に
よ
っ
て
区
分
し
て
、
考
察

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
て
、
古
事
記
に
お
い
て
、
ホ
の
表
記
に
用
い

ら
れ
た
波
字
の
種
類
は
、
冨
（
猛
）
・
番
・
蕃
．
煩
•
本
・
菩
・
品
の
七
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
歌
謡
に
見
え
る
の
は
、
冨
•
本
・
菩
，

煩
で
、
本
文
に
見
え
る
の
は
、
冨
（
岩
）
•
本
・
菩
・
苦
・
番
・
煩
・
品
で

あ
る
。
以
下
、
冨
．
窟
の
代
り
に
便
宜
上
い
ず
れ
も
富
を
用
い
る
『
L

と
に
す

る
。
ま
ず
歌
謡
か
ら
考
察
す
る
。

歌
謡
に
お
け
る
「
富
」
の
事
例
に
四
十
一
例
で
あ
る
が
、
「
意
」
「
齢
」

の
下
に
あ
っ
て
「
大
」
を
意
味
す
る
も
の
二
十
七
例
、
「
多
」
を
意
味
す
る
も

の
一
例
「
微
能
意
宮
祁
久
哀
」
（
神
武
）
が
あ
り
、
別
に
単
独
で
「
秀
」
を

意
味
す
る
も
の
一
例
「
久
爾
能
富
母
美
由
」
二
応
神
）
が
あ
る
。
残
り
の
十

二
例
は
す
べ
て
オ
列
音
乙
”
0
と
結
合
単
位
を
構
成
し
て
い
る
。

拿
理
泥
弓
登
宮
證
（
允
恭
）
判
加
斯
「
』
抒
宮
證
（
允
恭
）

0

0

 

夜
知
富
許
徒
（
四
例
神
代
）
登
富
登
富
斯
（
神
代
）
登
宮
登
富
斯
（
神

0
 

0
 

代
）
波
比
母
登
宮
呂
布
（
神
武
）
伊
波
比
母
登
宮
理
（
神
武
〕

0

0

 

波
比
母
登
富
呂
布
（
景
行
）

右
の
事
例
中
「
髯
登
富
呂
布
」
「
母
登
宮
珪
」
は
「
母
登
ー
富
呂
布
・
富

理
」
と
分
析
さ
れ
る
の
で
、
「
富
呂
缶
」
は
「
ホ
ル
」
の
再
活
用
で
あ
り
、

音
鉛
結
合
の
法
則
か
ら
い
え
は
、
牛
例
か
ら
除
く
方
が
厳
厨
で
あ
る
が
、
「

登
富
」
の
下
に
つ
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
乙
類
「
呂
」
と
な
っ
た
も
の
で
、

母
音
同
化
と
見
た
方
が
よ
い
が
一
応
事
例
の
中
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
「

登
・
抒
・
許
・
呂
」
等
の
よ
っ
に
古
市
記
の
歌
謡
で
は
乙
類
オ
列
音
と
の
み

結
合
し
、
他
の
母
音
と
は
結
合
単
位
を
構
成
し
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し

か
る
に
、
「
本
」
は
「
富
」
が
乙
類

~
0

の
み
と
結
合
単
位
を
構
成
し
て
い
る

の
と
は
異
な
り
、
乙
類
オ
列
音
以
外
の
母
音
と
も
結
合
早
位
を
桔
威
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
本
」
は
歌
謡
に
お
い
て
二
十
阻
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

i
.
a
.
o
.
u
 .
 ,o
と
連
結
し
て
い
る
。

・1
と
連
結
す
る
も
の
、
選
本
抒
旺
能
（
仲
哀
）
笑
本
抒
理
能
〈
応
帷
）
志

0

0

0

0

 

本
爾
夜
岐
（
仁
徳
）
伊
本
知
母
賀
母
露
叫
略
）
斯
本
勢
能
（
沿
亨
）

0

0

0

0

 

a
と
辿
結
す
る
も
の
、
和
封
美
賀
本
斯
（
仁
栖
）
夜
本
耐
余
志
（
胤
略
）

0

0

 

木
脚
理
ー
登
良
項
母
・
斗
理
・
斗
良
禎
古
（
紐
略
）

o
 0
 

0

と
連
結
す
る
も
の
宇
良
胡
本
斯
祁
牟
（
清
寧
）

0

0

 

0
 

0
 

U

と
連
結
す
る
も
の
本
都
延
波
（
応
神
）
本
都
毛
理
（
応
神
）

0

0

0

0

 

本
牟
田
多
能
比
能
美
古
（
応
神
）
本
都
延
波
（
雄
略
）

0

0

 

本
都
延
能
（
雄
略
）

0

0

 

,o
と
連
結
す
る
も
の
久
爾
能
麻
本
呂
婆
（
景
行
〉

0

0

 

0
 

0
 

本
岐
灼
登
本
斯
（
仲
哀
）
斯
麻
列
母
登
本
斯
（
清
寧
）

右
の
う
ち
、
最
後
の
乙
頂
オ
列
音
と
の
連
絡
は
結
合
単
位
と
見
る
こ
と
が

て
き
る
か
ど
う
か
か
問
遁
で
あ
る
。
す
で
に
込
べ
た
如
く
、
乙
頸
オ
列
音
と

甲
類
オ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
「

本
岐
母
登
本
斯
」
「
斯
麻
理
隠
登
本
斯
」
の
「
母
登
」
の
＿
＿
字
は
共
に
乙
知

て
あ
る
。
し
た
か
っ
て
、
「
舟
歎
ぷ
」
を
記
竹
と
見
て
一
紀
合
頂
位
と
す
れ

ば
、
「
本
」
は
乙
類
相
当
の
音
で
あ
る
と
見
る
の
か
至
当
で
あ
る
。
し
か
る

に
、
古
事
記
で
は
「
宇
部
胡
本
斯
祁
牟
玉
美
賀
斯
木
」
の
よ
う
な
ロ
ホ
シ
」

に
対
し
て
は
、
す
べ
て
「
木
斯
」
の
字
面
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

て
、
「
美
賀
本
斬
」
は
「
う
ら
・
心
心
ほ
し
」
と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
る
に
、
東
歌
に
三
四
し
六
「
故
布
息

1
流
奈
母
」
、
防
人
歌
に
四
四
一

九
「
古
布
志
氣
毛
波
母
」
が
見
え
る
。
条
良
時
代
の
東
国
方
面
で
も
、

0

.

U

は
相
五
に
転
移
す
る
が
、
中
央
語
系
古
代
日
本
語
よ
り
そ
の
事
例
は
比
率

的
に
は
る
か
に
多
い
。
両
歌
が
奈
良
時
代
の
束
国
方
言
に
属
す
る
こ
と
ぶ
難
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点
で
あ
る
が
、
「
コ
フ
シ
」
を
東
国
方
言
中
に
「
恋
ほ
し
」
の
古
厄
を
残
し

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
後
舌
母
音

u
.
o
は
相
互
に
転

移
し
易
く
、
古
代
日
本
語
中
に
多
く
の
事
例
が
あ
る
か
ら
、
「
胡
本
斯
」
の

「
本
」
は
甲
類
相
当
の
音
で
あ
ろ
う
。
冗
淵
和
夫
氏
は
、
「
胡
本
斯
」
の
[

(
2
)
 

本
」
を
渓
用
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
有
坂
秀
世
氏
は
、
名
詞
「
コ
ひ
」
が
頻

繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
「
こ
ひ
」
か
ら

□

コ
ひ
シ
」
が
恒

接
に
派
生
し
た
の
で
、
「
コ
ホ
シ
」
の
方
が
古
形
て
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い

(
3
)
 

る。
更
に
、
「
母
登
本
斯
」
は
「
も
と
・
ほ
シ
」
と
分
析
す
べ
き
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
語
源
的
に
も
そ
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
可
能

性
か
あ
る
か
、
古
事
記
の
歌
謡
に
お
い
て
は
、
表
記
者
が
「
ホ
シ
」
に
す
べ

て
「
本
斯
」
の
表
氾
字
面
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
表
記
者
は

「
ホ
シ
」
を
―
つ
の
結
合
単
位
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
母
登
・
木
斯
」
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
。
「
本
」
が
田
類
相
当
の
音
て
あ
る
に
し
て
も
、
乙
類
オ
列

音
と
甲
類
オ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
事
例
と
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
「
久
癒
能
麻
本
呂
婆
」
は
、
景
行
紀
に
「
屈
珂
能
摩
保
潤
靡
」

と
あ
り
、
万
葉
集
に
五
・
八

0
0
「
久
樹
能
麻
保
良
叙
」
、
九
・
一
七
五
一

i-

「
國
之
貞
保
良
」
、
十
八
•
四
0
ハ
几
「
久
爾
脂
麻
保
良
」
か
見
え
て
お
り

「
麻
木
呂
婆
の
「
呂
（
ろ
）
」
が
、
ラ
・
ル
・
レ
等
と
同
系
の
接
尾
語
て
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
か
っ
て
、
「
麻
本
中
1

」
「
本
呂
」
を
同
一
結

合
単
位
と
見
る
必
要
は
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
如
く
、
古
事
記
の
歌
謡
に
お
け
る
字
音
骰
名
の
「
富
」
が

オ
列
音
以
外
の
音
と
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
し
た
事
例
は
な
く
、
ま
た
甲

乙
両
類
の
区
別
あ
る
オ
列
音
と
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
ば
あ
い
、
甲

類
と
共
存
す
る
事
例
は
な
く
、
必
ず
乙
類
オ
列
音
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
「
本
」
は
、
甲
類
イ
列
音
、
区
別
の
な
い
イ
列
音
、
ア
列
音
、
甲

類
オ
列
音
、
ウ
列
音
と
結
合
単
位
を
構
成
す
る
が
、
乙
類
オ
列
音
と
結
介
単

位
を
構
成
す
る
碑
実
な
事
例
が
な
い
。
し
か
し
て
、
「
宮
」
と
共
に
同
一
結

合
単
位
内
に
共
存
す
る
母
音
は
、
乙
類
オ
列
音
が
共
存
す
る
母
音
で
あ
り
、

「
本
」
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
月
音
の
秤
類
は
、
甲
類
オ
列
音
が

同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
母
音
の
種
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

3

し
た

が
っ
て
、
古
事
記
の
歌
謡
に
お
い
て
は
、
「
富
」
ぱ
乙
類
「
ほ
」
を
、
「
本

」
は
甲
類
「
ホ
」
を
表
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
て
き
よ
う
。

な
お
、
古
事
記
の
歌
認
で
は
、
甲
類
「
ホ
」
に
「
菩
」
、
乙
類
「
ほ
」
に

「
煩
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

Q

菩

加

牟

菩

岐

仲

哀

煩

比

波

炉

曽

景

行

記

加
波
能
類
理
仁
徳
記

和
賀
能
卿
礼
婆
仁
悔
記

文
夜
網
爛
礼
婆
仁
徳
記

伊
毛
登
膨
同
礼
波
仁
祖
記

休

宜

能

煩

理

斯

雄

略

記

，

仲
哀
品
に
「
壽
き
」
は
「
本
岐
玖
琉
本
斯
、
登
余
本
岐
、
本
岐
門
窃
本
斯

」
の
よ
う
に
「
本
岐
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
菩
岐
」
の
「
菩
」
は

甲
類
「
ホ
」
を
表
記
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
か
て
き
る
。

「
比
波
煩
曽
」
の
「
煩
曽
l

、
「
能
煩
礼
」
の
「
能
坦
」
は
い
ず
れ
も
結

合
単
位
で
あ
り
、
「
曽
」
「
能
」
共
に
乙
類
「
の
」
て
あ
る
か
ら
、
「
煩
」

は
乙
類
相
当
の
オ
列
音
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

次
に
、
古
事
記
の
本
文
及
び
本
文
の
割
註
に
お
け
る
「
富
」

「
木
」
に
つ

,~ 
ー，
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い
て
近
べ
る
。

神
名
・
人
名
の
美
称
と
し
て
の
「
大
（
多
）
」
を
表
記
す
る
の
に
、
す
べ

て
「
意
富
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
事
例
は
、
余
り
に
も
多
数
に

上
る
の
で
省
略
す
る
。
抑
人
名
以
外
に
用
い
ら
れ
た
「
意
富
」
の
事
例
は
、

「
意
富
臣
」
「
意
富
美
」
の
二
例
で
あ
る
。
「
大
」
「
多
」
を
表
記
し
た
結

合
単
位
「
意
富
」
以
外
で
、
「
富
」
が
結
合
単
位
巾
に
共
存
す
る
事
例
は
、

い
富
登
（
一
一
例
、
抑
式
記
）

②
芙
富
登
（
安
索
巧
叫
）

岡

富

良

I
I
I
I

（
二
例
神
代
記
）

④
山
田
之
酋
宮
騰
（
抑
代
記
）

固
有
名
詞

一
例
殷
中
[
)

固
宮
登
多
多
良
伊
泊
泊
岐
比
喪
（
神
武
記
）

⑱
登
富
志
郎
女
（
応
抑
記
）

⑦
曽
富
理
神
（
神
代
記
）

岡
の
土
例
を
除
い
て
、
「
宮
」
は
い
ず
れ
も
乙
類
オ
列
音
の
仮
名
「
登
・

曽
．
騰
」
と
鮎
合
単
位
を
構
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
甲
類
オ
列
音
と
乙

類
オ
列
音
と
は
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
「
登
・

曽
．
騰
」
の
乙
類
オ
列
音
と
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
「
宮
」
は
乙
類

オ
列
酋
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
木
」
の
事
例
を
次
に
掲
げ
る

3

本
岐
歌
（
仁
徊
）

固
有
名
詞

ぃ
し
企
平
智
和
氣
御
子
〔
叩
仁
）

図
伊
邪
本
和
氣
命
三
例
仁
徳
、

似
伊
邪
本
和
氣
天
皇
（
謂
歪
ご

④
意
富
本
抒
王
（
允
恭
〕

固
沙
本
砒
古
王
（
二
例
開
化
、
六
例
亜
仁
）

仰
沙
本
砒
賣
命
（
二
例
化
、
三
例
韮
仁
）

⑦
沙
本
之
大
闊
見
戸
資
（
開
化
）

⑱
沙
本
穴
太
部
之
別
祖
也
（
亜
仁
）

い
沙
本
（
正
仁
）

⑩
糸
曽
多
本
砒
賣
命
（
考
町
）

仰
哀
邪
本
咄
賣
命
（
二
例
間
化
）

閏
哀
木
朽
命
（
武
列
、
継
体
）

⑬
哀
邪
本
王
（
二
例
、
開
化
）

「
本
岐
歌
」
の
「
本
岐
」
は
歌
詞
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
「
本
岐
」
で
あ

る
こ
と
は
、
前
述
の
酒
り
で
あ
る
。
た
だ
、
問
題
に
な
る
の
は
、
出
の
「
認

富
本
抒
王
」
間
の
「
衰
本
抒
命
」
の
事
例
で
あ
る
。
出
岡
に
お
い
て
、
も
し

「
本
杓
」
が
結
合
単
位
と
す
れ
は
、
「
朽
」
は
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
「
木
」

を
甲
類
と
す
れ
は
、
甲
類
ォ
列
音
と
乙
類
ォ
列
音
と
が
同
一
結
合
単
位
に
共

存
す
る
こ
と
と
な
り
、
音
節
結
合
の
法
則
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
上
百
出

逸
文
に
見
え
る
「
意
席
笥
等
王
」
の
平
例
を
合
わ
せ
考
え
れ
は
、
「
忍
宮
・

木
朽
」
「
哀
・
木
朽
」
と
分
析
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
も

か
く
、
諾
源
不
明
の
固
有
名
詞
中
の
「
本
杓
」
を
除
い
て
は
、
古
事
記
の
歌

謡
•
本
文
・
割
註
を
通
じ
て
「
本
」
が
糾
合
単
位
を
構
成
す
る
母
音
の
種
類

が
、
甲
類
オ
列
音
が
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
母
音
の
種
類
と
同
じ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
「
富
」
か
乙
類
オ
列
音
及
び
ア
行
「
オ
」
以
外
の

音
と
は
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
し
た
例
が
な
い
こ
と
、
「
本
」
と
「
宮
」

と
か
結
合
単
位
在
構
成
し
た
事
例
か
な
い
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
古
事
記
に

お
い
て
は
、
「
ホ
」
音
に
甲
乙
両
類
の
名
の
但
名
の
書
き
分
け
が
存
在
し
て

zo 
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い

る

こ

と

を

認

め

て

よ

い

と

思

う

。

．

次
に
、
歌
闘
に
お
い
て
乙
類
「
ほ
」
の
個
名
に
用
い
た
と
見
ら
れ
た
「
煩

」
が
、
本
文
割
註
に
お
い
て
も
同
し
く
乙
類
の
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①

姻

燭

鉤

神

代

忌

③
齢
煩
及
禎

u
亦
字
流
六
字
以
音
。
柿
代
記

レ

⑬

能

煩

野

景

行

記

右
の
「
派
煩
」
「
能
煩
」
は
ア
列
音
の
「
オ
」
と
乙
類
「
能
」
と
結
合
単

位
を
構
成
し
て
い
る
。

次
の
「
苦
」
「
番
」
も
乙
顕
の
仮
名
に
当
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。

い

美

鞘

劉

神

代

記

②

甜

登

神

代

記

⑱

番

仁

岐

命

序

文

約
天
津
日
高
日
子
番
能
渥
々
藝
命
神
代
記

、,'‘的
日
子
祖
能
遁
々
懃
命
（
三
例
、
神
代
記
同
所
）

⑩

天

津

R
子
酎
能
適
C

藝

神

代

記

⑦

天

津

R
高
日
子
番
能
邁
C

藝
能
命

⑧
知
醗
洒
人
名
仁
甜

レ

レ

①
が
「
苦
」
で
あ
る
以
外
、
す
べ
て
「
番
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
菩

」
は
同
一
人
の
神
名
に
限
り
用
い
ら
れ
て
い
る
。
甲
類
と
見
る
べ
き
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。

い
天
之
菩
卑
能
命
神
代
記

③

天

菩

卑

命

神

代

記

⑬
天
菩
卑
神
（
三
例
、
神
代
記
）

こ
の
菩
も
甲
類
「
ホ
」
を
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
乙
類
「
ほ

」
の
骰
名
と
し
て
「
富
」
「
煩
」
「
番
」
「
蕃
」
が
用
い
ら
れ
、
甲
類
「
ホ
」

の
仮
名
と
し
て
「
本
」
「
菩
」
「
品
」
等
が
用
ら
れ
た
こ
と
は
中
国
音
額
史

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
文
字
の
音
韻
の
変
翠
に
照
合
し
て
、
根
拠
あ
る
こ
と
を

述

べ

る

こ

と

に

す

る

。

（

つ

づ

く

）
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